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˔4*P ʹ͓͚Δ成果のࣾ会࣮Λݟਾ͑ɺίωΫタಋೖʹ͚ͨ՝Λػ開発ଆʹϑΟーυόοΫ͢Δ
ͨΊɺަ௨ͱ行ؒͰ࣮ূͨ͠ɻ

ަ・者の行ۀࣄ体ʹͯίωΫタΛར༻͠ɺຽ࣏ؒࣗ˔ ௨σータΛূݕͯ͠༺׆Λ行͍ɺޮ果Λந出ͨ͠ɻ

˔ίωΫタͱ学ज़ใωοトϫーΫʢ4*/&Tʣͱの࿈ܞΛఆͨ͠ΞϓϦέーγϣンʢϦΞルタイϜσータ
࿈ܞʹΑΔपظಈ༧ଌ͓Αͼө૾σータΛͱʹͨ͠όイΦϝΧχΫεใのந出ʣΛඋͨ͠ɻ

˔࿏ઢσータج൫ͱίωΫタΛ࿈ͨ͠ܞɺಓ࿏पลۭؒใのؒσータ࿈ܞの׆༻ख法ʹ͍ͭͯ
Λ行͍ɺޮ果Λந出ͨ͠ɻূݕ

4#ςΫϊϩジーࣜג会ࣾɺେ学ڞಉར༻ؔػ法ਓใŋγεςϜߏػڀݚ国ཱใ学ݚ
・会ࣾΤψ・ςΟ・ςΟࣜג会ࣾɺࣜגେ学ɺ+*PςΫϊαイΤンεژ所ɺ国ཱେ学法ਓ౦ڀ
σータ

間データ࿈ܞ基盤技術（コωクタ）ͷ༗ޮੑ
検ূ

σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ

৫業քのนをӽ͑たデータのྲྀ௨と活用にΑり、

人間த৺のࣾձ（SPDJFUZ���0）を実ݱするには、技術開

発のΈͳらͣ、技術開発にΑってಘられた成果に͍ͭて、

ఆ͞れるϢーεέーε等を௨͡た༗ޮੑのূݕが必要

である。

ಛに、間データ࿈ܞ基盤技術は、ͦのੑ্࣭、

を͑て͘活用͞れるきものであるため、͞ま͟

まͳϑΟールυでのূݕが必要である。

本研究にお͍ては、行・ަ௨、ࣾձイϯϑϥ

、ཧ空間報おΑͼֶ術にお͍て、ଟ༷ͳ

データを活用した新たͳビδネεϞデルのࡦఆサービ

ε、ΞϓϦέーγϣϯを開発し、ͦれらに͍ͭて༗ޮੑ

基盤技術に͍ͭܞを行うとともに、間データ࿈ূݕ

ての՝等をநग़し、技術開発ଆとϑΟーυバッΫす

ることで、間データ࿈ܞ基盤技術のࣾձ実を౿ま

͑た্での機վળ等をࢦして͍る。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣ行・ަ ௨のσータ࿈ূ࣮ܞ

行・ަ ௨のデータ࿈ܞ実ূのॳ年度（2020年度）

は「$ADDE（$POOFDUPS�ASDIJUFDUVSF�GPS�DFDFOUSBMJ[FE�

DBUB�EYDIBOHFɿܕࢄデータަのためのίネΫタ・Ξ

ーΩςΫνϟ）」を利用して、ࡂデータ（ϋβーυϚ

ッϓ、ؾデータ）を取ಘし、طଘのεϚーτϑΥϯ

͚φビήーγϣϯサービεのަ௨の報にॏͤ͞

る実ূとݕ౼ձを行った。ࡂ害࣌のආܦ࿏をݕ౼する

εϚーτϑΥϯのφビήーγϣϯにϋβーυϚッϓ、ࡍ

ͳͲをදࣔͤ͞、༗ӹੑを֬認した。また、データఏڙ

ऀが、データηッτ作成業務データΧタϩグ作成ࢧԉ

業務ͳͲにお͍て、データΧタϩグࡧݕ機データΧ

タϩグ作成ࢧԉ機を利用したときのޮ果՝のநग़

を行った。ͦのࡍ、データ利用ऀが、طଘサービεにί

ネΫタを実したときのޮ果՝のநग़、業務を

ଌఆした。

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣの༗ޮੑূݕ

年度（2021࣍ 年度）では、࣏ࣗମがอ༗する E7

ެ用ंのిྗফඅྔιーϥーΧーϙーτの࠶ੜエネ

ルギー発ిྔのデータを、ίネΫタのデータަ機

（)55P、N(SI）でऩूしՄࢹԽを実ূした。�ͭのࣗ

をର（ࢢݹՃ、ࢢݟ࣏ଟ、ࢢށਫ、ࢢձएদ）ମ࣏

に、E7ެ用ंから取ಘした行実 $O2 ഉग़ྔͳ

Ͳの報を、ՄࢹԽπールのϨϙーτը໘でӾཡするこ

とで、データ活用にΑるޮ果を֬認した。また、ࣗಈं

ϝーΧーはެ用ंデータのྲྀ௨ঢ়گをདྷྺཧ機で

Ѳし、データのෆਖ਼利用にؔする༗ޮੑを֬認した。

2022 年度は 2021 年度の $O2 るԽ͚ͩ͑ݟのྔݮ

でͳ͘、$ADDE を利用してిྗ・ަ௨ͳͲのデータを

ऩूし、#I πールˎ�ͳͲで $O2 のΫϩεੳ（ݮ

間をֻ͚合Θͤてੳ）をਂງし、Թࣨޮ果（()(）

ϓϩτίルにお͚る、SDPQF2 のൣғ֦େ（ʴ施ઃ）と

SDPQF� のϨϑΝϨϯεϞデルの2021）ূݕ 年度は

SDPQF2 のΈ）を行った。

�ʣ࿏ઢσータΛ֩ͱ͢Δσータ࿈ূ࣮ܞ

ID�POS とཧ報をΈ合Θͤたߪ٬ސങੳを۩

ମతͳ՝として取り্͛、データՃࢧԉπールをద

用するࡍのデータηッτࡧݕ技術の՝をཧするとと

もに、ཧ報をྀߟしたྻܥ࣌データのੳϓϩτタ

イϓγεςϜを作成した。

また、イϯϑϥݕͳͲに必要ͳ報をొՄͳ࿏

ઢデータඪ४の構ங、間データڞ༗用のಓ࿏प

ล空間構の報を AI でநग़するエϯδϯを構ஙし、

࿏ઢデータの্にநग़した֤छಓ࿏पล報をίネΫ

タ機にΑってՃして͍͘Έを構ஙした。

あΘͤて、ޠኮϦϙδτϦとԣ断ࡧݕ機を活用して、

ಓ࿏໊শ（ݺশ）がϢーβーにΑってҟͳる合でも、

イϯϑϥにؔ࿈する༗ޮͳデータがऩूできるかௐࠪを

実施した。

�ʣཧۭؒใのσータ࿈ূ࣮ܞ

2018 年度から 201� 年度には、ҎԼにࣔしたަ௨݁

અにお͚るサービεϞデルのࡦఆを実施した。

۩ମతには、成ా国ࡍ空ࣜגߓձࣾ（NAA）からのڠ

ྗのもと、ޙࠓの実用サービεとしてのల開Մੑもࢹ

に、空ߓの利用٬にަ௨報とళฮ・報をఏڙ

するサービεのධՁを実施したʢਤ �ʣ。

2020 年度には、201� 年度のݕ౼を౿ま͑てҠಈࢧ

ԉを行うサービε実ূを行った。

NAA にお͍ては、ターϛφルのཱྀࡶ٬ࠞがݒҊと

ͳって͍ることから、֎国人٬ޫ؍をओ要ターήッτと

して「ϦΞルタイϜのަ௨機ؔのイϨギϡϥー報をも

とに、ҟৗ࣌も௨ৗ࣌とมΘらͣ空ߓ利用ऀの第 ࣍1

ަ௨手ஈのબをγーϜϨεに」をίϯηϓτとする

Ҡಈࢧԉ8FC ΞϓϦέーγϣϯを開発し、サービεの

༗ޮੑを֬認するため、実での利ศੑのূݕおΑͼ

$ADDE のίネΫタ機༗ޮੑのূݕを実施したʢਤ �ʣ。

2021 年度には、空ߓの人ྲྀੳおΑͼͦの݁果の

ՄࢹԽを行うサービε（人ྲྀੳサービε）の༗ޮੑݕ

ূと、ಉサービεに必要とͳる $ADDE ίネΫタの機

。を行ったূݕ

サービεの༗ޮੑূݕにお͍ては、成ా空ߓの業

成ా国ߓۭࡍ

空͔ߓΒͷཱྀߦをサϙート

ళฮҊをサϙート・店ฮ名
・店ฮ位置
etc...

乗換案内
（バス、鉄道情報）

ᶄ商情報࿈ܞ
ങいたい商品をアプリで検索し、֘ 当商
品を販売している店ฮまで༠導する。
バーコード読み取りからのインバウン
ド顧客向け多言語表記も可能。
※店ฮへの商品登録には課題あり

ᶃަ通情報࿈ܞ
公共機関の乗換案内をサポート

ˎ� さまざまなデータを分析・見える化して、経営や業務に役立てるソフトウェア。

ਤ �　成ా国ߓۭࡍͰ࣮͞ࢪΕ࣮ͨূ࣮ݧ
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施ઃエϦΞの人ྲྀのޮ果తͳ༠ಋをࢧԉすることを

తに、人ྲྀੳサービεの༗ޮੑに͍ͭてධՁした。

$ADDE ίネΫタの機ূݕにお͍ては、$ADDE ίネ

Ϋタの機のうͪ人ྲྀੳサービεに必要とͳるデータ

ࡾԉπール、དྷྺཧ機のࢧ機、Χタϩグ作成ަ

ͭの機の༗ޮੑূݕを実施した。

�ʣςεトベουͱͯ͠の׆༻Λఆͨ͠学ज़ใωο

トϫーΫʢ4*/&Tʣͱの࿈ٕܞज़

ᶃ PoC アプリケーション 1

2020 年度には、ࡂՊ技研ؾி、国立େֶͳͲ

がඋする؍ଌからのデータを、SINE5 おΑ

ͼؾிがඋする +D9OFU（全国؍ଌデータྲྀ௨

ネッτϫーΫ）にΑってϦΞルタイϜにऩूし、ݩ࣍�

ಈγϛϡϨーγϣϯにϦΞルタイϜデータಉԽを༥ڧ

合ͤ͞た、新し͍γϛϡϨーγϣϯ手法の研究開発を実

施した。

۩ମతには、OBLCSJEHF�$9（େنฒྻεーύー

ίϯϐϡーターγεςϜ）্で、౦ژେֶ研究ॴが

開発した SFJTN�D�OQFOS8P$�DA'（DBUB�ATTJNJMBUJPO�

#BTFE�'PSFDBTU）ίーυを࿈ಈして実行するϑϨーϜϫ

ーΫをվྑし、200� 年新ׁݝதӽԭにରしてٙࣅ

ϦΞルタイϜで実行できることを֬認。͞らに、ϦΞル

タイϜのରԠίーυの開発を行った。

2021 年度には、प期ಈの༧ଌとࡂ害ܰݮに

D9OFU+、͚ の؍ଌ݁果を SINE5 �、༝で活用するܦ

ಈγϛϡϨーγϣϯ・ϦΞルタイϜデータಉڧݩ࣍

Խ༥合にΑる、新し͍༧ଌ手法の研究開発を実施した。

2021 年 � ݄にӡ用を開࢝した「ࢉܭ・データ・ֶश」

༥合εーύーίϯϐϡーターγεςϜ（8JTUFSJB�#DE$�

01）にお͍て、ֵ新త基盤ιϑτΣΞ I��OQFO�#DE$

をඋし、ϑΟルタϦϯグデータಉԽ、ݩ࣍�γϛϡ

Ϩーγϣϯと͍う複ࡶͳϓϩηεを、εーύーίϯϐϡ

ーター্でγーϜϨεに実施できることをূݕした。͞

らに、ॲཧデータೖྗϞデル、݁ࢉܭ果ͳͲをίネΫ

タܦ༝で利活用する手法に͍ͭてݕ౼した。

ᶄ PoC アプリケーション 2

2020 年度は、複のビデΦΧϝϥのө૾からਂֶ

शと֨ࠎϞデルを用͍てϞーγϣϯΩϟϓνϟを行う技

術、おΑͼӡಈ・バイΦϝΧχΫεղੳを༥合するため

に、ਂֶशに基ͮ͘ը૾ղੳ֨ࠎの 、構成࠶ݩ࣍�

ӡಈղੳ、バイΦϝΧχΫεղੳまでを一ؾ௨؏してܭ

。ιϑτΣΞを開発したܕするサービεࢉ

౦ژେֶ報基盤ηϯターの 3FFECVTI�- ͳͲの (P6

Ϋϥυࢉܭ機γεςϜ্でのಋೖ・ӡ用のศ利͞をߟ

ྀし、-JOVY ্のίϯςφܕΞϓϦέーγϣϯ実行ڥ

であるDPDLFS おΑͼ SJOHVMBSJUZ を࠾用して開発した。

2��, Χϝϥを �を用͍て 120GQT でࡱӨしたө૾

をѹॖしてΩϟϦϒϨーγϣϯデータとڞにసૹし、ॲ

ཧ࣌にはղౚ、ը૾நग़、ิਖ਼を行った্で্هの一

。௨؏サービεでॲཧできるؾ

2021 年度の研究成果は࣍のΑうにまとめられる。

w�ビデΦө૾からମӡಈ、ے活ಈまでのࢉܭを一ؾ௨

؏で全ࣗಈԽした。

w�ମӡಈ、ے活ಈの݁ࢉܭ果をͪにྻܥ࣌データ

ϕーεでデータϕーεԽし、ࢉܭޙのデータࡧݕを

ਤ �　開発ͨ͠Ҡಈࢧԉ8FCΞϓϦέーγϣン
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣの༗ޮੑূݕ

Մにした。

w�データϕーεՄࢹԽγεςϜを࿈ಈͤ͞、ࢉܭޙの

データ݁ࡧݕ果をグϥϑදࣔしてӡಈを؍できるΑ

うにした。

w�ビデΦө૾からデータϕーεԽ、グϥϑදࣔまでをϊ

ϯετッϓの全ࣗಈで行うサービεをΫϥυ্に

実した。

ূ࣮ܞ・ަ通ͷデータ࿈ߦ （1）
2020 年度は $ADDE を利用してࡂデータ（ϋβー

υϚッϓ、ؾデータ）を֤࣏ࣗମからऩूし、データ

Χタϩグ作成業務にお͍て、データΧタϩグࡧݕ機

データΧタϩグ作成ࢧԉ機を利用してεϚーτϑΥϯ

φビήーγϣϯサービεのަ௨報にॏͤ͞る実͚

ূを行った。2021 年度では、E7 データのྲྀ௨ཤྺを

ཧするདྷྺཧγεςϜと、ه $ADDE ίネΫタを

࿈࣏֤ࣗ、ͤ͞ܞମがอ༗する E7ެ用ंのిྗফඅྔ

ιーϥーΧーϙーτの࠶ੜエネルギー発ిྔͳͲのデ

ータをऩूして、データՄࢹԽπールを用͍て֤ं྆の

$O2 ഉग़ྔΨιϦϯंとൺֱした合の $O2 ྔݮ

をӾཡՄにした。$ADDE を利用して、ଞでऩू

したଟ༷ͳデータを活用することで、E7Ҡ行のಈ機

͚、৬һのڥҙ্ࣝのد༩ͳͲ、θϩΧーϘϯγ

ςΟ施ࡦのਪਐにޮ果があることを֬認した。

�
࣮ূʹΑΔ༗ޮੑ֬ೝ

a.CADDE について

データऩू・ՄࢹԽに͍ͭては、ࡂデータ（ϋβー

υϚッϓ、ؾデータ）、E7ެ用ं、ιーϥーΧーϙー

τのデータをऩूするࡍにԣ断ࡧݕ機を利用し、デー

タが༰қに発ݟできた。また、ࡧݕした複のデータを

$ADDE でऩूしたࡍにデータ߲がバϥバϥであるた

め、データΧタϩグ作成πールを利用し、Χタϩグの౷

一が༰қにできた。データの発ݟから作成、ऩू、Մࢹ

Խまで $ADDE の機を利用し、データ࿈ܞをするࡍの

ޮ果を֬認した。ޮ果のࢦඪに͍ͭては、ISO2�02� の

߲をྲྀ用し、ධՁした。

b. ゼロカーボンシティ推進施策について

E7 ެ用ं͝とのҠಈデータをਵ࣌取ಘすることにΑ

るं྆のՔಇཧのޮԽ、ΨιϦϯंとൺֱした $O2

にͭͳがるࡦに͍ͭてθϩΧーϘϯγςΟਪਐ施ྔݮ

μッγϡϘーυを作成し、̐ࢢでՄࢹԽしてൺֱできる

Αうにした。

�
࣮ূ݁果

w�$ADDE の機༗ޮੑධՁ݁果

$ADDE の༗ޮੑに͍ͭては �ஈ֊ධՁで �ʙ �とߴ

͍ධՁであったが、շదੑは �ҎԼとͳり͍ධՁと

ͳった。շదੑが͍ཧ༝として、データऩूするࡍに

ίϚϯυϥイϯの実行であったため、$ADDE をϥッϐ

ϯグする6I が必要であると͑ߟる。

w�18 ମのΞϯέーτでのධՁ࣏ࣗ

$ADDE のࣾձ実ਪਐの՝を໌֬にするため、本

実ূ実ݧの݁果を18࣏ࣗମにల開し、$ADDEの期、

利用࣌の՝、要ͳͲをΞϯέーτした。

期として、୯ಠデータではͳ͘、μッγϡϘーυ

ͳͲで΄かのデータとॏͶ合Θͤてੳすることで、

SD(T にお͚る͞ま͟まͳՄੑを୳ることができると

͍うճをಘた。͞らに、ަ௨ڥにݶらͣ、ܭࢢ

ըࡂ、ࡂ害ରԠ、݈߁、ҩྍ、հޢͳͲ、

৫を͑たデータの活用࿈ܞには $ADDE は༗ޮ

であり、新たͳサービεのग़にͭͳがるとࢥΘれると

͍った、ϙδςΟϒͳճをಘた。

利用࣌の՝として、࣏ࣗମはデータ活用がᴈ໌期で

あるため、活用がਐΉまでには人ࡐҭ成と、業務ਪਐํ

法のݟしͳͲ՝がੵࢁと͍うঢ়گがあり、θϩΧー

ϘϯγςΟ施ࡦ、$ADDE ํにٻめるものはಉ༷であ

った。

おΑͼࡦڥ・ମのަ௨࣏ࣗ $O2 るԽにお͚͑ݟ

る $ADDE の活用にؔする࣭にରしては、$ADDE も

ؚめたデータऩूのࣗಈԽにରする期が͡ײられた。

ࡂの՝では、௨行報（௨れたಓͳͲ）等の

報・データは࣏ࣗମのࡂ・ࡂ害ରࡦにد༩するもの

とࢥΘれるが、՝としては、Ͳこにࣔܝするのか、デ

ータの৴པੑはͩれが୲อするのかと͍うデータの৴པ

ੑにؔするҙݟがあった。

、の՝として（ڥ）ମのૉ࣏ࣗ

w�ிの $O2 ഉग़ྔのࢉఆにあたって、֤部ॺ（֤施

ઃ）からのి ・ྗ೩ྉ用ྔͳͲのデータऩू、エϥー

νΣッΫ、ूܭ作業にଟେͳ࣌間と人һが必要

w�データをऩूする人手にؔ࿈する部ہとのௐͳͲが

େม

ͳͲが͛ڍられており、$ADDE の活用にΑって実ࡍ

研究ͷ成果3
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に業務ෛ୲ݮがՄであるͳら༗ޮではͳ͍かと͍

うҙݟもあった。

$ADDE にؔするҙݟとしては、実ূのϢーεέーε

ではࣗಈతにデータऩूがՄにͳったため、データを

ऩूする人手のݮにد༩でき、このがධՁ͞れた。

このことから、データをܧ続తにऩूするࡍに࣋続ੑの

からも手間をֻ͚ͣにऩूがՄであれ༗ޮであ؍

ると͍う、ϙδςΟϒͳҙݟがಘられた。

これからの $ADDE 活用の՝は、

w�࣏ࣗମの $ADDE ಋೖに͚ては͍す͘かり

す͍6I ఏڙ

w�ຽ間ا業のサϙーτ࣏ࣗମのํがࣗらՃ作業しͳ

͘ともデータ࿈ܞし、ՄࢹԽできるΈ

ͳͲが要として͛ڍられた。

�ʣ࣮ ূγεςϜߏங࣌の՝

開発ϑΣーζでは、࣏ࣗମにΑってϋβーυϚッϓの

属ੑ報߲にҧ͍があった。ΦーϓϯデータԽするࡍ

にはΧタϩグԽをする必要があるが、SIP データΧタϩ

グ߲༷にैってొしたので、Χタϩグϕーεでは

。ମのデータは౷一Խ͞れた࣏֤ࣗ

また、E7ެ用ंのंछにΑって取ಘできるデータ߲

がҟͳるため、ݸʑに成ܗする必要があった。N(SI

でのϞデルを利用して成ܗすることにΑり、ҟͳるंछ

のデータも取りࠐめた。このΑうͳඪ४Խの取りΈを

サϙーτして͍る $ADDE ͩからこͦ、ҟͳるंछのデ

ータ࿈ܞを༰қに行͑ることを֬認できた。

（2） ࿏ઢデータを֩ͱ͢Δデータ࿈ূ࣮ܞ
+IP ςΫϊサイエϯεがサービεఏڙして͍る、εϚ

ーτϑΥϯにΑる࿏໘ධՁγεςϜを用͍たࣾձイϯϑ

ϥʴҟで活用Մͳデータऩू手法のূݕ、おΑͼ

本研究開発で構ஙする「࿏ઢデータඪ४」を活用した、

ํ࣏ࣗମの業務ޮԽを実ূした。͞らに、DA5A�E9

を利用した間データ࿈ܞ手法のうͪ、ޠኮϦϙδτ

Ϧを用͍たࡧݕ機おΑͼ間データ࿈ܞ用のΧタϩ

ਤ �　タΫγーのҐஔใΛϦΞルタイϜ転ૹ͢Δ࣮ূ࣮ݧ

ਤ උ会ࣾं྆Λ༻͍ͨ࿏໘σータΛऩ集ܯ　�
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣの༗ޮੑূݕ

グ作成からデータఏڙにؔ࿈する機に͍ͭて実ূを行

った。ͳお、これらの実ূに͍ͭては、ւಓࡳຈࢢか

らࢢಓ࿏をϑΟールυとしてఏ͍ڙた͍ͩた（ਤ̏、

ਤ �）。

�ʣ࿏ઢσータඪ४のߏங

$ADDE を利用したଞにఏڙするためのデータ

基盤として、ࣾձイϯϑϥでऩूした報である

2020�年度おΑͼ 2021 年度の࿏໘ධՁγεςϜのܭଌ

݁果おΑͼҟ間とのデータ࿈ܞが༗用とࢥΘれる

報を用͍て、࿏ઢ୯Ґでొする「࿏ઢデータඪ४」

を構ஙした。2021 年度からは、ಓ࿏पล空間報とし

て、ࣾձイϯϑϥҎ֎の間࿈ܞに活用Մͳ

報である「थൟໜ（ࡂ、ফ）」、「ඪ ̓、ܯࣝ） 全）」、

「εΫールκーϯ（ڭ、ܯҭ）」等に͍ͭても࿏ઢ

報にඥ͚ͮが行͑るΑう、機֦ுを実施した。

࿏ઢデータඪ४の機֦ுを行った݁果、$ADDE

のΧタϩグ機おΑͼԣ断ࡧݕ機との࿈ܞにΑり、

間でڞ༗Մͳ報のੵ・நग़を༰қに行うことが

Մとͳった。

�ʣC"%%&ূݕ༻σータのඋ

本研究開発で開発͞れた $ADDE ܞ用の間࿈ূݕ

に用するデータ܈として、+IP ςΫϊサイエϯεがอ

༗する AI ը૾断手法のϊϋをԠ用した、ಓ࿏प

ล空間構データ（थൟໜ、ඪࣝ、εΫールκーϯ）

のඋを 2021 年度おΑͼ 2022 年度に行ったʢਤ �ʣ。

ಓ࿏पล空間構のデータඋを行うことにΑり、

ैདྷのࣾձイϯϑϥ用データऩू（࿏໘・ฮ）を行う

に、あΘͤてथൟໜ、ඪࣝ等の間で活用Մͳࡍ

データに͍ͭても一ׅでऩूすることができ、$ADDE

でのఏڙ用データの作成が༰қとͳった。また、SIP 

のྗڠとして、ࡳຈࢢのޫ؍からҿ৯ళ等の報

をఏ͍ڙたͩき、࿏ઢとޫ؍報をඥ͚ͮた報を

$ADDE のΧタϩグ機্でڞ༗・ఏڙし、ޫ؍ルーτ

্での͞ま͟まͳ報（バϦΞϑϦー、ࣄ報等）を

利用ऀが活用できることがূݕできた。

�ʣC"%%&の׆༻

$ADDE ্でのデータ活用ূݕとして、2022 年度に

ఏऀڙ（࣏ࣗମɿࡳຈࢢ）ίネΫタおΑͼ利用ऀ（ܯ、

ফͳͲ）ίネΫタをԾతに構ஙし、࿏ઢデータඪ

४に֨ೲ͞れたデータ܈を活用した、間でのΧタϩ

グࡧݕ、データఏڙ機のӡ用をূݕした。

$ADDE のΧタϩグࡧݕ機に͍ͭては、ޠኮϦϙδ

τϦを活用することにΑり、ಓ࿏のಓ࿏ （໊ಓಓ˓߸ઢ）、

௨শ໊（ࡳຈେ௨）等、ޠኮがҟͳった合でも、必要

とする࿏ઢデータ基盤の報をࡧݕ・நग़ができる

ことをূݕした。

機にద用したࡧݕ果をԣ断݁ূݕኮϦϙδτϦのޠ

݁果、間の֤ϓϨイϠー（ࡂ・҆全・ڭҭ・ޫ؍

等のؔऀ）がޠኮの૬ҧをٵऩし、かͭΧタϩグ

機をհして必要ͳデータをޮతにఏڙすることがՄ

とͳり、$ADDE ্でํに࿈ܞできることを֬認

した。

（3） 理空間情報ͷデータ࿈ূ࣮ܞ
2020 年度は、間データ࿈ܞをલఏとするҠಈࢧ

ਤ �　ಓ࿏पลۭؒߏσータ
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ԉ8FC ΞϓϦέーγϣϯを開発し、ಉΞϓϦέーγϣ

ϯを用͍たサービεとしての༗ޮੑ、おΑͼಉサービε

の機要ૉとして $ADDE ίネΫタのデータΧタϩグݕ

ԉ機ࢧ機、データΧタϩグ構ங機、データมࡧ

のޮ果を֬認できた。

۩ମతには、サービεとしての༗ޮੑに͍ͭて、ࡂ害

ΈがධՁ͞れ、間に༗用ͳ報がऩूできる࣌

データ࿈ܞにରするχーζをѲできた。

$ADDE ίネΫタの機のうͪ、データΧタϩグࡧݕ

機にお͍ては、ैདྷのϒϥβ্でのࡧݕエϯδϯを

利用する合とൺて、データऩू࣌間のେ෯ͳݮが

Մであることが໌らかにͳった。データม機にͭ

͍ても、8FC ͳͲからデータఏڙするέーεとൺֱし

て作業ϓϩηεがগͳ͘ͳり、ॴ要࣌間のݮがՄに

ͳるとともに、データఏڙがଟ͘、͞らにӡ用期間が

͍΄Ͳͦのޮ果がେき͘ͳることが໌らかにͳった。

データΧタϩグ構ஙࢧԉ機に͍ͭては、$,ANを利

用したときとൺֱしてೖྗにかかる࣌間（1߲たり

のೖྗ࣌間）にมԽはͳかったものの、ೖྗิॿ機に

ΑってొするデータのදهΏれがىこりに͘͘ͳる利

があることが֬認できた。

2021 年度は、複のデータを用͍てੳを行う

「人ྲྀੳサービε」を、国ࡍ空ߓをϑΟールυとして

実ূした݁果、ಉサービεの利用にお͚る༗ޮੑおΑͼ

ಉサービεで用͍られる$ADDEίネΫタの機として、

データަ機Χタϩグ作成ࢧԉπール、དྷྺཧ機

の༗ޮੑを֬認できた。

۩ମతに、サービε໘にお͍ては新ܕίϩφイルε

とൺֱして࣌にΑって௨ৗڹછ（$O7ID�1�）のӨײ

1ׂఔ度の利用ऀしか空ߓにおらͣ、また業施ઃの

Ҏ্がٳ業して͍たため、人ྲྀデータのՄࢹԽにΑ

る業施ઃの利用ଅਐޮ果のଌఆはし͍ঢ়گであった

ものの、ಉサービεを࣌ٸۓのආ༠ಋ活用すること

がࠐݟめるͳͲ、サービεൣғの֦େに͚たࣔࠦがಘ

られた。また利用ऀからは、ੑผ年͚ͩでͳ͘、ډ

ॅ国੶ͳͲのৄࡉͳ属ੑ報もѲした͍ͳͲのί

ϝϯτがಘられるͳͲ、間データ࿈ܞにରする͞ら

ͳるχーζも͑た。

$ADDE ίネΫタのデータަ機、Χタϩグ作成ࢧ

ԉπール、དྷྺཧ機に͍ͭては、ಉサービεにお͍

てͳ͘ӡ用できることが֬認できた。また、データ

の利用ঢ়گのཧ・֬認機のχーζが新たに໌らか

とͳり、$ADDE ίネΫタの͞らͳる機Ճが期

͞れる݁果がಘられた。

（4） テストベッυͱしͯͷ活用をఆした学術情
報ωットϫーク（SINET）ͱͷ࿈ܞ技術
�ʣPPCΞϓϦέーγϣン�

本研究では、+D9OFU にΑる؍ଌデータを用して、

ಈγϛϡϨーγϣϯ・ϦΞルタイϜデڧप期ݩ࣍�

ータಉԽ༥合を8JTUFSJB�#DE$�01（౦ژେֶ報基盤

ηϯター）্で実ݱした。+D9OFU にΑるϦΞルタイϜ

ଌデータを؍ JTUFSJB�#DE$�01 の「データ・ֶशϊーυ

でϑΟルタϦϯグॲཧし、「γϛϡϨ「（ARVBSJVT）܈

ーγϣϯϊーυ܈（OEZTTFZ）」্でデータಉԽ・γϛ

ϡϨーγϣϯを実施、͞らに݁ࢉܭ果を ARVBSJVT ্で

ՄࢹԽॲཧする。لҏౡೆ౦ԭ（200� 年）、新

�தӽԭ（200ݝׁ 年）の؍ଌデータにΑるূݕを

実施した。OEZTTFZ の 1000 ϊーυにΑり、実ݱ

の 10 の 1ະຬの࣌間でγϛϡϨーγϣϯを実施で

き、प期ڧಈのਖ਼֬ͳ༧ଌがϦΞルタイϜでՄで

あることをࣔした。また、ϦΞルタイϜデータಉԽ༥合

γϛϡϨーγϣϯを、8FC ༝でイϯタϥΫςΟϒにܦ

実行するϑϨーϜϫーΫをඋした。利用ऀはデータ

活用ࣾձੜϓϥッτϑΥーϜ「NEY」্の8FC サー

バーからγφϦΦύϥϝーターͳͲのॾݩをઃఆし、

8JTUFSJB�#DE$�01 ্のデータを用してŊ 果ͳ݁ࢉܭ

Ͳをදࣔできる。$ADDE ରԠをؚΉ൚用తイϯターϑ

Σーεをඋした。ଟ༷ͳΞϓϦέーγϣϯのల開、

データڞ༗を௨͡たԣ断にΑるデータの૬ޓӡ用ੑ

実ݱのՄੑをࣔすことができた。

�ʣPPCΞϓϦέーγϣン�

本研究では、ө૾からӡಈղੳとے活ಈਪఆͳͲのバ

イΦϝΧχΫε報をநग़して、୭もが༰қにӡಈ報

を手にೖれることでੜまれるେنӡಈデータの利活用

のੈքをり開͘ことをࢦしてきた。

201� 年度は、ମҭؗの全ମのӡಈをܭଌするΧϝϥ

γεςϜでバϨーϘールのࢼ合をܭଌ、報基盤ηϯタ

ーの (P6Ϋϥυでը૾ॲཧサーバーを開発した。

2020 年度には、複のಉ期Χϝϥのө૾を SINE5

（� おΑͼ �）࿈ܞ技術にΑって (P6 Ϋϥυにૹり、

֤ը૾のਂχϡーϥルネッτϫーΫを用͍た ݩ࣍2

ϙーζਪఆと ϞデルをΈ合Θͤて֨ࠎݩ࣍� ݩ࣍�

・することにΑって、εέϥϒルͳӡಈղੳݱ構成を実࠶

バイΦϝΧχΫεղੳのϓϥッτϑΥーϜを開発した。
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣの༗ޮੑূݕ

(P6 ΫϥυのϓϥッτϑΥーϜとして、౦ژେֶ

報基盤ηϯターの 3FFECVTI�- を用͍た。

2021 年度には、用 (P6 Ϋϥυでӡಈղੳ・バ

イΦϝΧχΫεղੳを全ࣗಈで一ؾ௨؏に行うサービε

をੈքでॳめて実ݱした。ޙࢉܭにバイΦϝΧχΫεデ

ータはͪにྻܥ࣌データϕーε（PSPNFUIFVT）にొ

͞れ、グϥϑՄࢹԽγεςϜ（(SBGBOB）をって利

用ऀにϑΟーυバッΫすることができる。͞らに、ࠎے

֨のӡಈの༷ࢠを空間と࣌間の データとしてग़ݩ࣍�

ྗして8JOEPXT ΞϓϦにΑってࣗࡏにՄࢹԽすること

ができる。

2022 年度には、ಠࣗに用ҙした複ڝ技のεϙーπ

ө૾からࢣڭデータを作成し、౦ژେֶ報基盤ηϯタ

ーの 3FFECVDI�- と ARVBSJVT を用͍たਂχϡーϥル

ネッτϫーΫのసҠֶशを行͍、εϙーπӡಈの ࣍2

、ることができた。͞らに্ͤ͞ϙーζਪఆੑをݩ

認ূΞΫηε権ઃఆをうデータϕーεの利用に͚

てίネΫタとΧタϩグを用͍た $BEEF ରԠの実施にΑ

って͞らに必要ͳ機՝のநग़を行った。

本研究を௨͡て、ϞーγϣϯΩϟϓνϟ技術にΑる新

たͳビδネεϞデルとサービεのग़に͚た基ૅをங

͘ことができた。また、ࣾձ実に͚た研究開発を行

͍実用తͳ成果がಘられた。これらの成果は、人間のӡ

ಈにؔΘる報のੜ産ੑを্し、͞ま͟まͳϑΟール

υの利用がࠐݟまれる。

ূ࣮ܞ・ަ通ͷデータ࿈ߦ （1）
2021 年度は E7 ެ用ंの $O2 ഉग़ྔのデータを

$ADDE でऩूし、μッγϡϘーυでՄࢹԽすることに

Αり、ଞの࣏ࣗମとൺֱすることができた。՝として、

$ADDE のԣ断ࡧݕ機にΑり、データを͚ͭݟられ

す͘はͳったが、間のデータのΈ合ΘͤθϩΧ

ーϘϯγςΟにد༩するデータのѻ͍がりて͍ͳかっ

た。

2022 年度は、ՄࢹԽのΈͳらͣ、ଞのデータとの

Έ合ΘͤにΑるੳ機 $ADDE のデータऩूするࡍ

の認ূ認Մ機を利用し、ަ ௨、ڥ（エネルギー）

ͳͲの報を取ಘするデータ࿈ܞ֤サービεでऩ

ू・ཧするデータと $ADDE 実ূでの研究成果をΈ

合Θͤ、ڥのデータੳ（$O2 ഉग़ྔの͑ݟるԽ、

༧ଌͳͲ）をఏڙして͍き、$ADDE のීٴ、θϩΧー

ϘϯγςΟの実ݱにݙߩして͍きた͍。

（2） ࿏ઢデータを֩ͱ͢Δデータ࿈ূ࣮ܞ
本研究開発では、$ADDE ্で、ఏऀڙίネΫタおΑ

ͼ利用ऀίネΫタをԾతに構ஙし、間でのΧタϩ

グࡧݕܖ、データఏڙ機のূݕを行͍、ޮ果తに

間データ࿈ܞが行͑ることを֬認できた。ޙࠓはग़

ମが࿏ઢデータඪ४（D#）おΑ࣏ࣗ、ઓུとしてޱ

ͼ $ADDE を活用することにΑる、間データ࿈ܞ、

֎部データのऩूを行うڥ（ࢄ࿈ܕΞーΩςΫν

ϟ）をఏڙするビδネεϞデルのల開ܭըをҎԼのとお

·ͱΊͱޙࠓͷల4

ਤ �　ϏジωεϞσルのల開イϝージ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʢίωΫタʣの༗ޮੑূݕ

ਤ ��　౦ژେ学ദΩϟンύε・ϑϡージϣンϑΟールυ

り༧ఆして͍る（ਤ �）。

w�間࿈ܞに༗用とͳる、࿏ઢデータ基盤を֤࣏ࣗ

ମにఏڙする。

w�ैདྷのฮݕでは活用͞れͳかった、ࣾձイϯϑϥ

Ҏ֎の報（ಓ࿏पล空間報）を、࿏ઢデー

タ基盤を௨͡て $ADDE のఏऀڙίネΫタ্にநग़・

ެ開し、ެڞ間のϓϨイϠー（ࡂ・҆全・ڭҭ

等）とのڞ༗を行う。

w�֎部データの取りࠐΈ（ఱނࣄ・ؾ報、ޫ؍、ルー

τࡧݕ等）を行͍、業、ޫ؍等のຽ間にରして

も、$ADDE 利用を֦ॆして͍͘。

（3） 理空間情報ͷデータ࿈ূ࣮ܞ
間のデータを空ߓで活用することの༗ޮੑが֬認

͞れた。

۩ମతには、$ADDE を活用することにΑり、必要ͳ

データのऩूおΑͼม、データΧタϩグの作成作業の

ޮԽをਤることができ、͞ま͟まͳデータがूੵする

空ߓにお͚るデータ利活用を༰қにすることができると

。られる͑ߟ

をは͡めとするターϛφル・Ӻ等のަ௨ߓは、空ޙࠓ

݁અをىとして、施ઃ間の人のҠಈ、पลエϦΞに

お͚る人の行ಈもؚめた、τータルͳ҆৺҆全・施ઃ

ཧऀのऩӹ্に͚て、෯ൣ͍ғでのデータऩू、

人ྲྀの༧ଌ・ੳを行͍、Ҡಈࢧԉサービεの࠷దԽを

ਤる༧ఆである。ͦして、$ADDE を活用したҠಈࢧԉ

サービεのビδネεϞデルのల開をࢦして͍ ʢ͘ਤ �ʣ。

（4）  テストベッυͱしͯͷ活用をఆした学術情
報ωットϫーク（SINET）ͱͷ࿈ܞ技術

�ʣPPCΞϓϦέーγϣン�

本研究で開発した・ϦΞルタイϜデータಉԽ༥

合ΞϓϦέーγϣϯと8FC ϕーε実行ڥは、「ࡂ・

ଶࣄٸۓମにお͚る࣏ࣗ、ிެ、にؔ࿈した「ࡂݮ

͚イϯϑϥඋ、ආܭը、੍度ࡦఆ、γϛϡϨーγϣ

ϯମݧにΑるܒ・ڭҭ、国ަ௨ল「J�$POTUSVDUJPO」、

産総研「ࢢҬの࣭盤ਤ」ͳͲのϓϩδΣΫτとの

࿈ܞにも༗ޮである。また $ADDE がఏڙするԣ断

にΑるデータの૬ޓӡ用ੑにΑり、ݐઃަ௨、อݥͳ

Ͳのにもల開できる。8FC ϕーεのイϯタϥΫς

Οϒ・ϑϨーϜϫーΫは、ࢉܭՊֶ、ֶࢉܭのγ

ϛϡϨーγϣϯ実行ڥとしてద用Մであるʢਤ �ʣ。

�ʣPPCΞϓϦέーγϣン�

SINE5 を利用してΞεϦーτεϙーπѪՈがूま

る֤のΞϦーφグϥϯυからө૾を取ಘしてӡಈ

ղੳ・バイΦϝΧχΫεղੳを行うࣾձ実をࢦし

てきた。2021 年度には、SINE5 ੨ࢢのϊーυからΉ

のΞϦーφをࢢͭ 1(CQT でͭͳ͗౦ژେֶと݁した。

2022 年度には੨ݝΉͭࢢϚエμΞϦーφにଟのΧ

ϝϥをஔきグϥϯυ全ମϑϩΞ全ମをܭଌϑΟー

ルυとして SINE5 でͭͳ͙ためのඋを行った。また、

౦ژେֶദΩϟϯύε・ϑϡーδϣϯϑΟールυのϥグ

ビーグϥϯυ全ମをܭଌするΧϝϥγεςϜを SINE5

と続したʢਤ �ɺਤ ��ʣ。ޙࠓは、උしたܭଌڌ

からಘられるେྔのデータを用͍たܭଌにΑってεϙー

πτϨーχϯグϔルεέΞサϙーτに͚たࣾձ実

をల開する。202� 年度Ҏ߱のΧタϩグԽ、ΫエϦݕܕ

、利用をల開することにΑって、੨গ年のεϙーπ活ಈࡧ

ΞεϦーτのτϨーχϯグ、தߴ年のӡಈϦςϥγーの

ԉするデδタルࣾձのイϯϑϥをੜΈग़すࢧͳͲを্

。ըであるܭ
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େ学ڞಉར༻ؔػ法ਓใŋγεςϜߏػڀݚ国ཱใ学ڀݚ所ɺࣜג会ࣾ日ཱ࡞所ɺ
日ຊిࣜגؾ会ࣾɺࣜג会ࣾΤψ・ςΟ・ςΟ・σータ

国ࡍతͳ૬ޓ࿈͚ʹݱ࣮ܞたऔΓΈ

σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ

˔Φントϩジーの国ࡍԽʹ͓͍ͯɺ࡞ޠኮΛରʹのؔػͱ࿈͠ܞɺ�͔国ޠରԠのͨΊのσー
タߏのมߋͱσータの加Λ行ͬͨɻ

Ͱ͖Δ形ͰɺܞΈの࣮ͱ普及ʹ͓͍ͯɺΟΩσータʢ8JLJEBUBʣͱ࿈のܞ࿈ࡍ൫の国جኮޠ˔
法ਓ番号σータͱҩྍؔػ番号σータのγεςϜの載・ެ開Λ行ͬͨɻ

˔σータのਅਖ਼ੑ͕国ࡍతͳΈのதͰ֬ೝͰ͖Δトϥεトج൫Λཱ֬͢ΔͨΊɺϦϞートॺ名方ࣜΛ
௨ͯ͡ɺূ明ॻ発行ɺॺ名付༩ɺॺ名ূݕ·ͰのҰ࿈の૬ޓӡ༻Λ֬ೝͨ͠ɻ

˔日Ԥの૬ޓӡ༻࣮ূʢຽؒ׆ಈͱͯ͠の &6࿈ܞのύイϩοトϓϩジΣΫトʣʹͯɺ日Ԥトϥεトαー
Ϗεϓϩόイμͱ࣮ূΛ行ͬͨɻ

˔Ԥभσータج൫ͱのଓূݕʹͯɺ日ຊの C"%%& ίωΫタͱԤभの *%4 ίωΫタؒͰ૬ޓのσータఏ
ɻͨ͠ݱɺऔಘΛ࣮ڙ

データ࿈ܞは国でด͡るΘ͚ではͳ͘、ΉしΖ国ࡍ

తͳ࿈ܞが期͞れて͍る。しかし、国ࡍ࿈ܞにお͍て

は国࿈ܞとはҟͳるॾ՝があり、この実施߲では

۩ମతに国ࡍతͳ૬ޓ࿈ܞをਐめͳがら՝を໌らかに

してղܾし、ͦの݁果をデータ࿈ܞ基盤の機として౷

合する。また、実ࡍに国ࡍ࿈ܞのネッτϫーΫをͭ͘る

ことで、本ϓϩδΣΫτの国ࡍల開をਤった。

を͑たデータަをଅਐするには、データのه

ड़のもととͳる、Φϯτϩδーˎ�ޠኮのެ開がٻめ

られる。また、データの国ࡍతͳ૬ޓ࿈ܞには、Φϯτ

ϩδーޠኮが国ࡍԽ͞れて͍る必要もある。ͦこで、

国でͭ͘られたΦϯτϩδーとޠኮの国ࡍԽに͍ͭ

て、طଘΦϯτϩδーのଟޠݴԽおΑͼ国ࡍతͳデータ

基盤を用͍た国ޠኮのデータ基盤を構ஙした。

͞らに、ޠኮを҆ఆతにఏڙするޠኮ基盤にお͍ても、

国ࡍԽが必要である。データの国ࡍత૬ޓ࿈ܞにお͍て

は、国でఆٛ͞れ利用͞れるޠኮであっても国ࡍతに

利用できる必要があるので、ޠኮ基盤も国ࡍతに利用Մ

ͳものでͳ͍と͍͚ͳ͍。このための基盤ͮ͘りとޠ

ኮのఏڙを行った。

τϥετ基盤࿈ܞとして、国֎のデータఏऀڙから

ೖ手した報を、本にͦのデータఏऀڙが作成したこ

とを֬認する手ஈが必要である。これを実ݱするには、

$ADDE データ取Ҿࢢをは͡めデータを取りѻうΞ

ϓϦέーγϣϯ、࣍のΑうͳڞ௨తͳ機をఏڙする

必要がある。

w�データఏऀڙおΑͼデータ利用ऀが、データを҆全に

तडしたことをอূ

w�データの発ੜݩの౷一తͳ֬認

w�データの౷一తͳվ͟Μݕ

w�国֎からडྖしたデータに͍ͭても্هରԠՄ

本研究開発では、τϥετ࿈ܞに必要ͳڞ௨తͳ機

に͍ͭてイϯターϑΣーεをఆٛし、国֎のτϥετ

研究ͷత1

ˎ� 対象世界をどのようにଊえた（概念化した）かを記述するもの。
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
国ࡍతͳ૬ޓ࿈͚ͨʹݱ࣮ܞऔΓΈ

サービεϕϯμーと実ূを行った。࠷ऴతには、国ࡍత

ͳデータ取Ҿࢢにお͍て૬ޓӡ用Մͳ、τϥετ࿈

。したࢦ基盤のࣾձ実をܞ

Ԥभデータ基盤との続ূݕとして、Ԥでҟͳるγ

εςϜ༷とルールのதで、本とԤभの間データ

࿈ܞ基盤（$ADDE と (AIA�9）のର等ͳ立でデータओ

権をอったγεςϜ間૬ޓ続の実ݱをࢦした。本研

究にお͚る૬ޓ続とは、本からԤभデータをԣ断

తにࡧݕでき、৴པੑを૬ޓに୲อでき、ଟのデー

タをѻ͑る実用ੑをඋ͑たঢ়ଶをදす。۩ମతに૬ޓ

続を実ݱするには、イϯターϑΣーεのࠩҟのٵऩϓ

ϩτίルの౷一、͞らには、ID ମܥの౷一またはม、

৴པੑをอূするࠪルール等のΈをݕ౼しదԠ

する必要があった。

૬ޓ続実ݱに͚、本研究では $ADDE�ίネΫタ（

本）と (AIA�9 のデータަを୲う IDS�ίネΫタ（Ԥभ）

との続実ূを行うことにΑって、$ADDE と IDS 間の

続に必要ͳରԠを֬認した。続実ݧを行͍、ԁͳ

૬ޓ続の՝をநग़することで、国ࡍ間૬ޓ続に必

要ͳ技術のਐาをਤった。

のデータྲྀ௨をՃし、・نऴతにはੈք࠷

ることͤ͞ܞ間をԣ断した͞ま͟まͳࣝ報を࿈ࢢ

で、本のΈͳらͣੈք֤国の産業の発లにد༩するこ

とをࢦした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度（Ԥभデータ基盤との続ݕ

ূは 2021 年度ʙ 2022 年度）

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣΦントϩジーの国ࡍԽ

Φϯτϩδーの国ࡍԽにお͍てはすでに開発͞れて͍

るΦϯτϩδーとޠኮを用͍て、ಛఆでの国ࡍ࿈ܞ

を実施し、ͦのதで՝のղܾをਤる。۩ମతには業

を取り্͛、作業基本Φϯτϩδー（AAO）と

作業ޠኮମܥ（$7O、$PSQ�7PDBCVMBSZ）をって

と࿈ܞし、データ౷合ΞϓϦέーγϣϯ利用での࿈ܞ

を実施した。

�ʣޠኮج൫の国ࡍ࿈ܞのΈの࣮ͱ普及

ኮ基盤ޠ、ኮをγεςϚςΟッΫにཧするޠኮはޠ

の্でӡ用͞れることがまし͍。ΟΩデータの基盤

であるΟΩϕーε（8JLJCBTF）は、ޠኮ基盤として

の機をͭ࣋Φーϓϯιーεであり、ࡏݱもܧ続して開

発͞れて͍るため、このγεςϜを利用した。ΟΩϕ

ーεに国で利用͞れるޠኮである、法人൪߸データお

Αͼอݥҩྍ機ؔίーυデータをࡌし、طଘのΟΩ

データにある法人おΑͼҩྍ機ؔデータと౷合してఏڙ

をする。

�ʣトϥεトج൫࿈ܞ

本研究では E6の技術ඪ४ϦϞーτॺ໊ API のデϑ

ΝΫτεタϯμーυである $MPVE�SJHOBUVSF�$POTPSUJVN

（$S$）のطଘのΞーΩςΫτ API をϕーεに、ϦϞ

ーτॺ໊、タイϜεタϯϓ、ݤཧ、ূݕの࢛ͭの؍

で「τϥετڞ௨ API」のࡦ༷ఆを実施した。ಛに、

に͍ͭてはূݕཧݤ $S$ にお͍ても API ఆٛは͞

れて͍ͳ͍ため本研究の成果を $S$ ඪ४ԽのఏҊを

実施した。

また、本研究では「τϥετڞ௨ API」を利用したデ

ータを取りѻうΞϓϦέーγϣϯと、τϥετサービε

（タイϜεタϯϓ、ہϦϞーτॺ໊γεςϜ、認ূ）܈

にお͚る૬ޓӡ用実ূを行った。実ূでは、ࣗવ人にΑ

るిܖࢠをఆしたγφϦΦ、法人৫がデータ

ੜ成ݩとしてデータఏڙを行うిࢠ取ҾのγφϦΦを実

施することで、API の技術తͳ՝ӡ用্の՝ͳͲ

に͍ͭてϑΟーυバッΫを行った。

�ʣԤभσータج൫ͱのଓূݕ

続ূݕにあたり、$ADDE とυイπのϑϥϯϗー

ϑΝ研究機ؔがఏڙする、IDS ίネΫタの૬ޓ続を実

の第一าとしূݕするために必要とͳる機実のݱ

て、$ADDE ଆからのデータ要ٻに基ͮき、IDS ίネΫ

タから $ADDE ίネΫタデータをసૹするςετを行

͍、$ADDE と IDS ίネΫタとの૬ޓ続の݅՝

を໌らかにした。

本からԤभのデータ取ಘと、ͦのํٯである

Ԥभから本のデータ取ಘのೋͭのγφϦΦで実施

した。本実ূでは、IDS のデータεϖーεとデータަ

するために、IDS の認ূを௨す必要があるため、ϑ

ϥϯϗーϑΝ研究機ؔがఏڙする認ূγεςϜ DAPS

（DZOBNJD�AUUSJCVUF�PSPWJTJPOJOH�SFSWJDF）を用し、国

期間ͱํ法2ࢪ࣮
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֎のεϚーτγςΟࣄ業にお͍てଟの実がある

'I8A3E ؔ࿈技術、おΑͼͦの続༷であるN(SI の

技術を用͍て、続ূݕを実施したʢਤ �ʣ。Ԥभで実

があるデータ࿈ܞ基盤である 'I8A3E は本でもε

ϚーτγςΟをத৺に活用がਐΜでおりԤभとのデータ

࿈ܞにରして技術తͳ༏Ґੑを֬認しており、本実ূに

お͍て用する技術としてબఆを行った。

（1） Φントロジーͷ国ࡍ化
ኮମޠԽとして、作ࡍճ、Φϯτϩδーの国ࠓ

をରとした。ͦの্で、৯τϨーサビϦ（7O$）ܥ

ςΟγεςϜの国ࡍ૬ޓӡ用ੑをྫとして、作ޠ

ኮମܥにଟޠݴରԠͳͲ国ࡍతӡ用に必要ͳ要ૉをಋ

ೖ・֦ுすることで、国ࡍ૬ޓӡ用ੑを֬อできる

Έを構ஙした。作ޠኮମܥが国ࡍ૬ޓӡ用ੑを֬อ

するための必要݅は、「ଞޠݴදهのՃ」、「දද

ଘのط、である。この΄か「ߋのมࢠผࣝ」、「の۠ه

$7O のデータをมߋした。ޠݴとしては、本ޠ、த

国ޠ（）、ؖ国ޠ、ӳޠにରԠしたʢਤ �ʣ。

これらの݁果として、Φϯτϩδーの国ࡍԽは、Φϯ

τϩδーڞ༗にΑるίετϝϦッτがあること、またΑ

りแׅతͳΦϯτϩδー構ஙにݙߩしಘることを֬認し

た。

ٴΈͷ࣮ͱීͷܞ࿈ࡍኮ基盤ͷ国ޠ （2）
Έとしては、ΟΩデータのܞ࿈ࡍኮ基盤の国ޠ

の基盤ιϑτΣΞであるΟΩϕーεを࠾用した。ͦ

の্で、ΟΩデータとγーϜϨεに࿈ܞできるΑう

ͳܗで、データをࡌするΈをݕ౼して実した。

ྫとしては、法人൪߸データとҩྍ機ؔ൪߸データ

を用͍た。法人൪߸にお͚るΟΩデータ࿈ܞは、

ΟΩデータにお͍て法人をهड़するデータ構（UZQF、

QSPQFSUZ）を利用するとともに、ΟΩデータの法人

データをநग़して౷合した。ͦの݁果、�00 ສࣾҎ্

がొ͞れた。また、ҩྍ機ؔ൪߸データもಉ༷にΟ

Ωデータ࿈ܞを行ったʢਤ �ʣ。

これらの݁果Αり、େنޠኮ 	 ݅で本ޠΟΩ

ϖデΟΞの̏ഒఔ度）のެ開とطଘの国ࡍతͳޠኮ基盤

との࿈ܞが実ݧతに֬認でき、ޙࠓの利用のࢦがಘら

れた。

研究ͷ成果3

ਤ �　C"%%& ଆ͔ΒԤभσータج൫ͱのଓূݕ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
国ࡍతͳ૬ޓ࿈͚ͨʹݱ࣮ܞऔΓΈ

ਤ �　࡞ޠኮ体ܥΛରͱͨ͠Φントϩジーの国ࡍԽ

（3） トラスト基盤࿈ܞ
E6 の技術ඪ४ $MPVE�SJHOBUVSF�$POTPSTJVN（$S$）

のதでϦϞーτॺ໊に͍ͭてఏٞ͞れて͍た API�にՃ

͑、国ࡍతにఆٛ͞れて͍ͳかった認ূہとϦϞーτॺ

໊サービεとの࿈ܞに必要と͑ߟられる、ݤཧにؔす

る API�をఆٛした。Ԥभでは認ূہとϦϞーτॺ໊サ

ービεはಉ一ࣄ業ऀがఏڙして͍るέーεがଟ͘、ݤ

ཧにؔする API に͍ͭては $S$ でもείーϓ֎とͳ

って͍た。しかしͳがら、本にお͍ては認ূہが必ͣ

しもϦϞーτॺ໊サービεをӡ用して͍るΘ͚ではͳ͘

؆୯に構ங・ӡ用できるΘ͚ではͳ͍。

ϦϞーτॺ໊サービεが、ݤੜ成、ূ໌書ొ、ݤ

除と͍ったূ໌書発行に必要ͳ API をఏڙすることで

ଞࣄ業ऀである認ূہとも૬ޓӡ用がՄとͳる。
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ਤ �　ΟΩσータの国ࡍ࿈ྫܞ
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
国ࡍతͳ૬ޓ࿈͚ͨʹݱ࣮ܞऔΓΈ

国ࡍతͳ૬ޓӡ用を͑ߟるとこのݤཧにؔする API

はҙٛのあるものであり、$S$ のඪ४ԽఏҊを実施し、

$S$ 技術委һձにてఏҊ༰がਖ਼ࣜに承͞れた。

この活ಈはܧ続தであり、࣍期バーδϣϯでのਖ਼ࣜͳ

ඪ४Խをࢦして͍る。

（4） Ԥभデータ基盤ͱͷଓ検ূ
本からԤभのデータ取ಘにお͍て、$ADDE と

IDS の続をհするมΞμϓターをհして、本の

$ADDE ଆからԤभの IDS ଆのϦιーεデータ要ٻを

実施した݁果、IDS ίネΫタをܦ༝してN(SI�W2 でࣜܗ

Ԡをड৴し、データ取ಘに成ޭした。ํٯである、

Ԥभから本のデータ取ಘにお͍てもಉ༷に、N(SI�

-D 。でԠをड৴し、データ取ಘに成ޭしたࣜܗ

ͦのࡍの活用技術として、Ԥが N(SI�W2 と N(SI�

-D と͍うҟͳるデータࣜܗでૹड৴するために、ίネ

ΫタมΞμϓターを開発した্、Ԥभにあるਖ਼ࣜ൛૬

の認ূγεςϜ（DAPS）の認ূを௨し、'I8A3E ؔ

࿈技術N(SI を用͍て、データަを実ݱした。

続ূݕの݁果、తの合ੑ、৴པੑの基ૅとͳる

֓೦の合ੑ、γεςϜ構成のੑޓと機間の૬ޓ࿈

、をେྨの՝とཧし࢛ͭのܞ࿈ޓϓϩηεの૬、ܞ

続の݅として、これらのੑ࣭をܗ成する必要がある

とかった。ͦのதでも、技術తॲஔが必要ͳ「γες

Ϝ構成のੑޓ・機の૬ޓ࿈ܞ」にお͍ては、Χタϩ

グཧγεςϜ、認ূ認Մ、དྷྺཧのͭࡾの機がデ

ータྲྀ௨のࠜװ機として、Ԥ間の続の݅とͳる

ことがかった。

これらの݁果Αり、本とԤभ間のデータ࿈ܞ技術を

લਐͤ͞、国ࡍతͳ૬ޓ࿈ܞの発లをଅਐした。

（1） Φントロジーͷ国ࡍ化
データަを国ࡍతにਪਐするには、データهड़のも

とにͳるΦϯτϩδーの国ࡍԽがまし͍。Φϯτϩδ

ーの国ࡍԽにお͍ては、υϝイϯにお͚る研究機ؔͳͲ

との࿈ܞがෆՄܽである。業にお͍ては、国ࡍతͳඪ

४Խもॏ要である一ํ、֤国֤Ҭでの業ࣄ৯ྐ

すܞճ、の機ؔと࿈ࠓ。もଚॏする必要があるࣄ

ることで、での作の利用ࣄをることができ、

ͦれをΦϯτϩδーにөできた。このΑうͳඪ४Խと

ଟ༷ੑを྆立した、Φϯτϩδーの国ࡍԽをਐめて͍͘

必要がある。

ٴΈͷ࣮ͱීͷܞ࿈ࡍኮ基盤ͷ国ޠ （2）
Έとしては、ΟΩϕーεのܞ࿈ࡍኮ基盤の国ޠ

を利用するํ法をఏҊし実した。このํ法はޠኮデー

タの利活用にお͍て、ࣝผࢠに基ͮ͘データ౷合等͞ま

͟まに༗用であることがかった。一ํ、法人൪߸デー

タ、ҩྍ機ؔ൪߸データͦれͧれにお͍て、લऀにはن

とྫ֎ॲཧ、ऀޙにはݩデータのଟ༷ੑͳͲの՝が

あり、Ͳͪらの合もデータのલॲཧ、౷合ॲཧ、ࡌ

の֤ஈ֊でϚχϡΞルతͳ作業がଘࡏすることからγε

ςϜのෛՙもେきかった。ޙࠓは、データࡌまでのϓ

ϩηεの（）ࣗಈԽとγεςϜの࠷దԽを行͍、༰қ

にデータࡌ・ެ開ができるΈをఏڙする必要があ

る。

（3） トラスト基盤࿈ܞ
ϦϞーτॺ໊、認ূہ、タイϜεタϯϓと͍ったτϥ

ετサービε間おΑͼデータを取りѻう業務ΞϓϦέー

γϣϯと、τϥετサービε間での૬ޓӡ用をతとし

た、τϥετڞ௨ API のఆٛと実ূを行った。

ݱのࣾձ実の実ࢢは、҆৺҆全ͳデータ取Ҿޙࠓ

に͚、データ取Ҿࢢの୲͍手とͳるデータ取Ҿサー

ビεࣄ業ऀと、Αり۩ମతͳサービεӡ用をؚめたٞ

をܧ続する必要がある。কདྷతには、データ取Ҿࢢに

お͍て、複のデータ取Ҿサービεࣄ業ऀと複のτϥ

ετサービεࣄ業ऀがࢀՃした、૬ޓӡ用Մͳエίγ

εςϜのఏڙをࢦす。

（4） Ԥभデータ基盤ͱͷଓ検ূ
ೋͭの実ূγφϦΦにΑる本とԤभํのデータ

し、$ADDE、IDSݱを実ަ ίネΫタ૬ޓのΞーΩςΫ

νϟ間の࿈ܞをతとした実ূを行った。ޙࠓは、国ࡍ

తͳデータ࿈ܞの֦େをࢦすにあたり、$ADDE�IDS

間にお͍て、࿈ܞできて͍ͳ͍機もあるため͞らͳる

た͚が必ਢとͳり、技術՝のղܾにܞ度ͳ機࿈ߴ

実ূをܧ続する必要がある。また、本実ূは技術తͳ࿈

にணしており、技術Ҏ֎にもΨバφϯεビδネεܞ

等のଟ໘తͳ՝がある。কདྷతには、本ʵԤभ間に

お͚る৴པੑのあるࣗ༝ͳデータަを実ݱし、ੈքن

でのデータྲྀ௨をࢦす。

·ͱΊͱޙࠓͷల4



162



ؒ
σ
ồ
λ
࿈
ܞ
ج
൫
ͷ
ී
ٴ
ଅ
ਐ
・
࿈
ܞ
֦
େ

˔4*P のڀݚ開発成果のप・普及Λతͱͯ͠ɺ���� 年 � 月ʹ8FC αイトΛ্ཱͪ͛ɺຊ 4*P のڀݚ
త׆ಈ内容のհɺ成果のఏڙΛ行ͬͨɻ

˔σータ࿈جܞ൫ʢC"%%&ʣのೝ্͓Αͼར༻のಈػ付͚Λతͱͯ͠ɺ࣏ࣗ体ຽؒۀࣄ者ʹର
͢Δઆ明会Λ ��ճ開催ͨ͠ɻઆ明会ޙɺݸผษڧ会͓Αͼࢼ行ڥのར༻ʹͭͳ͛ͨɻ

˔4*P ୈ � ����の成果のҠઌͱͯ͠ɺޙऴྃظ 年 � 月ʹҰൠࣾஂ法ਓσータࣾ会ਪਐٞڠ会ʢ%4"ʣ
Λઃཱɻಉ年 �月ެ表͞Εͨ国のσータઓུʹɺσータྲྀ௨ਪਐஂ体ͱͯ͠明͞هΕͨɻ

˔ίωΫタのࣾ会࣮のͨΊɺ4*P σータج൫ͦの΄͔のσータج൫ʹର͢Δ࣮ࢧԉΛ行ͬͨɻ4*P
のࣣͭのσータج൫ؒの૬ޓଓのূݕΛ࣮ͨ͠ࢪɻ

会ࣾɺࣜג௨࢜会ࣾɺࣜגؾ会ࣾɺ日ຊిࣜג所ɺ4#ςΫϊϩジー࡞会ࣾ日ཱࣜג
େ学ڞಉར༻ؔػ法ਓใ・γεςϜߏػڀݚ国ཱใ学ڀݚ所ɺࣜג会ࣾΤψ・ςΟ・
ςΟ・σータ

間データ࿈ܞ基盤ͷීٴଅ進・࿈֦ܞ大

σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ

৫業քのนをӽ͑たデータのྲྀ௨と活用にΑり、

人間த৺のࣾձ（SPDJFUZ���0）を実ݱするには、技術開

発のΈͳらͣ、研究成果のࣾձ実を྆ྠでਐめる必要

がある。ಛに、本研究ςーϚである間データ࿈ܞ基

盤は、୯ମのஂମ・৫がಋೖしてもޮ果はಘられͣ、

ೋͭҎ্の複৫がίネΫタをಋೖし、データを૬

。がड͚られるܙにྲྀ௨ͤ͞活用することでॳめてԸޓ

また、ଟ͘の৫が本研究成果であるデータ࿈ܞ基盤

（$ADDE）とͭͳがることで、ଟछଟ༷ͳデータにϦー

νでき、Αりศӹを実ײできるΑうにΑる。このΑうに

ネッτϫーΫޮ果が発͞ݱれれ、ࣗ律తにࣾձ実が

ՃするΑうにͳる。

本研究開発では、ॳ期ஈ֊として、まͣは研究ςーϚ

のੈ間にお͚る認্をਤり、研究༰のڵຯؔ৺

をूめて研究成果のࢼ用にͭͳ͛ることで、֤৫・

ஂମの $ADDE の実をਐめることをૂ͍とする。あ

Θͤて、SIP もޙ業ऴྃࣄ $ADDE がܧ続తにӡ用͞れ

るΑうに、ӡӦஂମのઃをਤった。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
࿈֦ܞେ作業では、成果をप・ීͤ͞ٴる活ಈと成

果をࣾձ実ͤ͞る活ಈのೋͭを実施したʢਤ �ʣ。

�ʣ成果ެ表8FCαイトのߏங

SIP の研究త活ಈ༰をੈ͘間にपし、開発

成果のීٴをਤるతで8FC サイτを構ஙした。ίϯ

ςϯπとしては、本ࣄ業のίϯηϓτである「҆৺҆全

ͳデータྲྀ௨のίϞϯζのఏڙ」をࡌܝするとともに、

間データ࿈ܞ基盤のΞーΩςΫνϟ、研究開発ମ੍、

技術֓要、実ূ実ݧのհ、ϦιーεఏڙͳͲを行うこ

ととした。

�ʣ成果普及આ明会の開催

SIP 業にରする一のཧղをଅਐͤ͞るため、આ໌ࣄ

ձを開࠵した。ରऀとしては、国のデδタルాԂࢢ

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫の普及ଅਐ・࿈֦ܞେ

国Ո構ͳͲのࡦをഎܠにエϦΞデータ࿈ܞ基盤（

利ڙମ、データのఏ࣏OS）のඋをਐめるํࣗࢢ

用にؔ৺を༗するຽ間ا業をରとした。ͳお、࣏ࣗମ

のઆ໌ձのֻ͚にあたっては、࣏ࣗମ I$5 γεςϜ

のඪ४Խをਪਐする一ൠஂࡒ法人全国Ҭ報Խਪਐڠ

ձ࣏ࣗମのデータ利活用ଅਐをࢧԉする一ൠࣾஂ法人

Φーϓϯˍビッグデータ活用・ํੜਪਐ機構にྗڠ

を͍たͩき、ϝーϦϯグϦετを用͍ることで͘Ξφ

ϯεした。

�ʣҰൠࣾஂ法ਓσータࣾ会ਪਐٞڠ会のઃཱ

データ࿈ܞにるطଘの取りΈがڠௐした、࿈ܕ

のを͑たデータ࿈ܞをࢦし、産ֶのϝϯバー

から構成͞れるデータྲྀ௨のਪਐஂମがઃ立͞れるにࢸ

った。本ですでにデータྲྀ௨活用をࢧԉする࣍のओ

要ͳ �ஂମにて、ઃ立४උٞڠձ（ձɿӽ௩ొサϒ

ϓϩグϥϜデΟϨΫター）を立্ͪ͛た。SIP 間デ

ータ࿈ܞ基盤はઃ立४උٞڠձのࣄ務ہを୲͍、४උ活

ಈをݗҾした。

w�一ൠࣾஂ法人ຽデータ活用ڞ௨ϓϥッτϑΥーϜڠ

ٞձ

w�一ൠࣾஂ法人データྲྀ௨ਪਐٞڠձ

w�一ൠࣾஂ法人本 I5 ஂମ࿈ໍ

w�一ൠࣾஂ法人Φーϓϯˍビッグデータ活用・ํੜ

ਪਐ機構

w�国立報ֶ研究ॴサイバーϑΟδΧル報ֶ国ࡍ研究

ηϯター

ઃ立४උٞڠձのਪਐձٞを௨͡て（௨20ࢉճ開࠵）、

ஂମの活ಈ༰、ఆおΑͼ֤छنఆ、ࣄ業ܭը立Ҋを

行͍、2021 年 �݄にਪਐମである、一ൠࣾஂ法人

ຽデータ活用ڞ௨ϓϥッτϑΥーϜٞڠձと一ൠࣾஂ法

人データྲྀ௨ਪਐٞڠձが合ซ͞れ、一ൠࣾஂ法人デー

タࣾձਪਐٞڠձ 	DBEB�SPDJFUZ�AMMJBODFɿDSA
 がઃ立

͞れた。

�ʣ֤ 4*PのίωΫタ࣮ࢧԉɺશ体ଓূݕ

֤ SIP ίネΫタの、͚業ऀのίネΫタ実にࣄ

༷をઆ໌するとともに、ࢼ行ڥのఏڙ、実に͚た

ઃܭをࢧԉした。また、2022 年度はࣣͭの SIP 業ऀࣄ

をটूした全ମ続ূݕタεΫϑΥーεを開࠵し、SIP

間の૬ޓ続にΑるϢーεέーεݕ౼を実施した。͞ら

に、2022 年の 10 ݄から 12 ݄にか͚て、ݕ౼したϢ

ーεέーεに基ͮ͘ $ADDE の༗ޮੑূݕ、ͳらͼに本

֨ӡ用に͚たվળ՝のநग़を実施した。

�ʣ4*PҎ外のσータج൫のίωΫタ࣮ࢧԉ

SIP ମにରしてもίネ࣏業ऀࣗࣄ業ऀҎ֎のຽ間ࣄ

ΫタͳͲの成果を実してもらうため、આ໌ձを௨͡て

ؔ৺を࣋ってもらったஂମにରして、ࢼ行ڥのఏڙ

。たサϙーτͳͲを行った͚のհ、実に༷

（1） 成果ެ表 8Fb サイトͷ構ங
一ൠのํに間データ࿈ܞ基盤ࣄ業のཧղをଅす

ため、8FCサイτ（IUUQT���TJQ�DZCFS�Y�KQ�）を構ஙしたʢਤ

�ʣ。本サイτを௨͡て、SIP で開発した成果のެදおΑ

ͼఏڙを行った。

（2） 成果ීٴઆ໌会ͷ開࠵
2020 年度から 2021 年度にか͚て合ܭ 11 ճのઆ໌

ձを開࠵し、本研究のཧղपおΑͼ成果のීٴを行っ

た。2020 年度は、SIP の՝ςーϚ͝とに構ஙして͍

研究ͷ成果3

ਤ �　࿈֦ܞେのͨΊの֓ۀ࡞ཁ

ਤ �　ؒσータ࿈جܞ൫の8FCαイト
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るデータ࿈ܞ基盤（SIP データ基盤）をରにして、ί

ネΫタ実に͚たઆ໌ձを �ճ開࠵し、�1໊がࢀՃ

した。また、SIP データ基盤Ҏ֎の一ൠࣄ業ऀ͚に

もઆ໌ձを �ճ開࠵し、�2の৫ஂମがࢀՃした。

2021 年 �݄には、DSA 技術基४ݕ౼委һձ8(1で

間データ࿈ܞ基盤のઆ໌ձを開࠵し、 100 ໊が

Ճした。また、ಉ年ࢀ 12 ݄には、DSA の第 1� ճϚッ

νϯグ8(にて間データ࿈ܞ基盤のษڧձを開࠵

し、�� ໊がࢀՃした。2021 年度は、࣏ࣗମ͚にも

આ໌ձを 2ճ開࠵し、2� の৫ஂମ、�� ໊がࢀՃ

した。આ໌ձޙのΞϯέーτでは、ճऀのҎ্か

ら、間データ࿈ܞ基盤を利用してΈた͍と͍うҙ

をಘられた。

（3） 一般社団法人データ社会推進協議会ͷ設立
2021年 �݄にDSAがઃ立͞れ、2022年 で࣌8݄

1��の৫ஂମがՃໍして͍る。DSAは、ཧࣄձをڠ

ٞձӡӦのҙܾࢥఆ機ؔとして、ീͭの業務ࣥ行委һձ

とͭࡾのઐタεΫϑΥーεをத৺に活ಈして͍る（ਤ�）。

技術基४ݕ౼委һձでは、データΧタϩグのデδϡー

ルεタϯμーυˎ�のࡦఆをਐめており、本研究開発でࡦ

ఆしたデータΧタϩグ߲とのࠩに͍ͭてөをఏҊ

して͍る。また、利活用ଅਐ委һձでは、$ADDE�活用

のݺͼか͚ͳͲを実施して͍る。͞らに、DA5A�E9 開発

タεΫϑΥーεでは、$ADDE の基本༷をࢀরし、本

֨ӡ用に͚たΞーΩςΫνϟをٞして͍る。

ͳお、2021 年 �݄にデδタルிがެදした「แׅత

ˎ� 公的な標準化団体によって定められた標準のこと。

ˎ� 産官学のさまざまな機関が保有する地理空間情報を流通させ、社会的価値を生み出すことを支援する機関。

ਤ �　����� 年ʹઃཱ͞ΕͨҰൠࣾஂ法ਓσータࣾ会ਪਐٞڠ会
の৫ਤʢ出యɿIUUQT���EBUB�TPDJFUZ�BMMJBODF�PSH�BCPVU�
PSHBOJ[BUJPO�ʣ

データઓུ」にお͍て「SIP（第 2期）で間データ

࿈ܞ基盤のπールを開発し、DA5A�E9 にお͍て本֨ӡ

用を行う」と໌͞هれた。

（4） ֤ SIP ͷコωクタ࣮ࢧԉ、શମଓ検ূ
SIP データ基盤のうͪ、「国ՈϨδϦエϯε（ࡂ・

Խ」をςーϚとしたڧの（ࡂݮ SIP�D に͍ͭては、

2020 年度からίネΫタのద用ݕ౼を実施し、2021 年

度に実した。SIP ςーϚ「εϚーτバイΦ業・業

基盤技術」の SIP�A おΑͼ SIP�# に͍ͭても、2021

年度にઃܭ・実するとともに、SIP�D との間で続ݕ

ূを行͍、૬ޓ続できることを֬認した。

SIP ςーϚ「AI ϗεϐタルにΑるߴ度断・ྍ࣏γε

ςϜ」、SIP ࣗಈӡస、SIP に͍ͭてもࢠྔ・ޫ 2022 年

度にίネΫタのઃܭ・実を行ったʢਤ �ʣ。

また、SIP� 基盤をটूした、全ମ続ূݕタεΫϑ

Υーεを開࠵した。֤ SIPがఏڙՄͳデータをௐࠪし、

��݅のデータηッτをऩूした。また、֘データを

活用したϢーεέーεをݕ౼し、11݅のϢーεέーε

をग़した。2022 年第 期には、Ϣーεέーεを࢛�

もとにした $ADDE の༗ޮੑূݕを実施し、産ֶの֤

での$ADDEద用にお͚るվળϙイϯτをநग़した。

Αりண実ͳࣾձ実をࢦす。

（5） SIP Ҏ֎ͷデータ基盤ͷコωクタ࣮ࢧԉ
2021 年度は、国ަ௨データϓϥッτϑΥーϜの

ίネΫタ実に͚て、AI(ID のڥでのίネΫタ構

ஙをࢧԉした。また、SIP�D との続ݧࢼを実施した。

(空間ηϯターˎ�のීࢧٴԉとしてΧタϩグ作成π

ールをఏڙし、SIP データΧタϩグ߲༷にԊったΧ

タϩグデータを作成した。͞らに、ਆಸݝが 202� 年

度に構ஙを༧ఆして͍るݝのデータΧタϩグサイτにର

して、SIP データΧタϩグ߲༷のհおΑͼఏڙを

行った。

成果ެද8FC サイτ֤छのઆ໌ձ、ߨԋձを௨͡

て、SIP 間データ࿈ܞ基盤ࣄ業のత活ಈ༰に

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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σータ࿈جܞ൫Λ׆༻ͨ͠औΓΈ
ؒσータ࿈جܞ൫の普及ଅਐ・࿈֦ܞେ

͍ͭて、一ఆఔ度、ੈ間での認がಘられた。また、研

究成果の༷書ιϑτΣΞ、πールྨに͍ͭてもެ

開し、ຽ間ஂମͳͲにΑって࠶利用͞れて͍る。データ

Χタϩグ߲༷もࢀর・४用͞れており、本のデδ

タルԽにݙߩできたと͍͑る。

また、ҟͳるのデータ基盤である SIP ಉ࢜を続

し、Ϣーεέーεのग़おΑͼデータの࿈ূݕܞまで行

ったことはઌਐతͳࢼΈであり、ྫ͑、ҩྍと

で౼ݕಉでڞҩྍと͍う՝に࣌害ࡂがަࠩするࡂ

きる基ૅが構ஙできた。

業成果をࣄは、本ޙࠓ DSA がҾき͗ܧ、DA5A�E9

の実に活用して͍͘ことが༧ఆ͞れて͍る（ਤ �）。

DSA では、本 SIP の研究成果をϕーεに DA5A�E9 Ξー

ΩςΫνϟのকདྷ૾をݕ౼しており、ࣾձイϯϑϥとし

て実ӡ用͞れるϓϥッτϑΥーϜが構ங͞れるとఆ͞

れる。

また、本国でのデータྲྀ௨にดͣ͡、DSA が

.O6（基本合ҙ書）をక݁する (AIA�9 ͳͲともγε

ςϜが૬ޓ続͞れ、Ԥभのا業ஂମともデータ࿈ܞ

ができるΑうにͳると期͞れる。

ਤ �　֤ 4*P のίωΫタ࣮ࢧԉɺશ体ଓূݕ

ਤ �　�ؒσータ࿈جܞ൫・ߏஙのϚイルεトーンʢ出యɿIUUQT���XXX�EJHJUBM�HP�KQ�BTTFUT�DPOUFOUT�OPEF�CBTJD@QBHF�p�FME@SFG@
SFTPVSDFT�D���FGFG�����������C�����C��CCB��E�����������@NFFUJOH@EBUB@TUSBUFHZ@XH@���QEGʣ
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ࣾձの͞ま͟まͳで AI 活用がਐలすると、ݸผ

γεςϜのޮԽ࠷దԽではରԠできͳ͍利害ௐの

必要がੜ͡て͘る。ͦこに AI 間࿈ܞ技術をద用するこ

とで、େきͳՁをすることが本研究開発のେビδ

ϣϯである。ಛに、バϦϡーνΣーϯ্で製γεςϜ

ྲྀγεςϜをՔಇͤ͞て͍る֤ا業がͦれͧれエー

δΣϯτとͳる AI をͪ࣋、これらの AI がڠௐ・࿈ܞಈ

作を行うことで、発ऀとडऀのํにとってϝϦッ

τとͳる取Ҿ૬手・取Ҿ݅がかに発ݟできるΑう

にすることをఆϢーεέーεとして、活ಈをਐめた。

これにΑり、֤ا業の利ӹを૿େしͭͭ、ا業間取Ҿの

ࣾձ全ମにお͚るޮԽ・ॊೈԽをฒ行して実ݱするこ

とをࢦした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 ʙ 2020 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣڀݚ開発߲ᶃɿฒྻަব

ಛఆのࢢࢀՃऀが複のަবをฒྻに行う「ฒྻަ

ব」で༗ޮにಇ͘、ฒྻަবϓϩτίルとφイーϒͳエ

ーδΣϯτઓུを開発し、ͦれらをূݕした。ಛに、ݱ

実ੈքでॏ要ͳ、ฒྻަবのϢーεέーεに基ͮ͘ަব

Ϟデルにରして༗ޮにಇ͘φイーϒͳฒྻަবϓϩτί

ルと、エーδΣϯτઓུަবઓུとަবϓϩτίル間

をͭͳ͙ํࣜを複ఏҊし、ަবγϛϡϨーγϣϯにΑ

りൺֱධՁを行った。

�ʣڀݚ開発߲ᶄɿಈతϩόεトަব

ࣗಈަবがಈతดルーϓγεςϜであるとの؍か

ら、੍ޚཧత͑ߟに基ͮきࣗಈަবཧの開発をࢦ

した。۩ମతには、ॳ༧ఆ͞れて͍た研究期間（���

年）の間に、૬手のエーδΣϯτのఏҊ݅とड͚ೖれ

Մ൱のཤྺから૬手のޮ用ؔˎ�ަবઓུを༧ଌし、

ޮ用ؔがෆ֬かでಈతにมԽし、ある͍は֎ཚがࠞೖ

する合にも༗ޮͳ「ಈతϩバετަব」の֬立をత

とした。

�ʣڀݚ開発߲ᶅɿަ বϓϥοトϑΥーϜ

͞ま͟まͳࣗಈަবϢーεέーεを実ݱするための基

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔受発会ࣾؒͰのऔҾ݅のௐΛࢧԉ・ࣗಈԽ͢Δɺࣗಈަবج൫ٕज़のڀݚ開発Λ࣮ͨ͠ࢪɻ

˔受発者方ʹͱͬͯɺ8JO�8JO ͱͳΔ݅の発ݟΛ容қʹ͠ɺྲྀのόϦϡーνΣーンのޮ
Խ・ॊೈԽΛ࣮͢ݱΔ͜ͱͰɺ日ຊのڝۀ࢈૪ྗの૿େʹ͢ࢿΔ͜ͱΛϏジϣンͱͨ͠ɻ

����の体੍Λ成͠ɺܞ学࿈࢈ΒͳΔ͔ؔػઌΛؚΉ̕ࢪಉ࣮ڞ˔ 年͔Β ���� 年·Ͱの׆ಈظ
ؒΛఆͯ͠ڀݚ開発Λਪਐͨ͠ɻ

日ຊిࣜגؾ会ࣾɺԭిࣜגۀؾ会ࣾɺ๛ా௨ࣜג会ࣾɺ国ཱେ学法ਓ౦ژେ
学ɺ国ཱେ学法ਓ౦ژେ学

AI間࿈ܞʹΑΔバリューチΣーンͷ
ޮ化・ॊೈ化

"*ؒ࿈جܞ൫ٕज़

ˎ� 消費者がものやサービスをߪ入して得られる満足感。
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"*ؒ࿈جܞ൫ٕज़
"*ؒ࿈ܞʹΑΔόϦϡーνΣーンのޮԽ・ॊೈԽ

盤をઃܭし、基本部を構ஙするため、֘業छのઐ

Ո実務ऀとのҙަݟを௨して、実務の؍からަব

ϓϥッτϑΥーϜのઃܭ・開発を行った。また、�0 

Ҏに合ҙҊを発ݟするަবを実ݱするために A5P（༗

、を活用することで（ྔݿࡏੜ産Մ）ྔ）・$5Pݿࡏޮ

ަবதのޮ用ࢉܭをߴԽするํࣜをಋೖ。۩ମతͳϢ

ーεέーεにお͍て、ೖれަࢠব・ަذব・૬ަੵݟ

বをؚΉ実用తͳަবの実ݱをূݕした。研究開発߲

ᶆでݕ౼した製Ϣーεέーεにద用し、本ަবϓϥッ

τϑΥーϜ্でಈ作することをূݕした。

�ʣڀݚ開発߲ᶆɿۀγεςϜ౷߹ͱϢーεέー

ε࣮ূ

製Ϣーεέーεにお͚る「දํݱ法がඪ४Խ͞れた、

ྔ、ೲ期、Ձ֨にؔするௐ」に͍ͭて、ಈ作実ݱの

ためのઃܭ・開発、ඪ४Խؔ࿈ઃܭ、デϞγεςϜのࢼ

作を行った。ड発྆ଆのࢢࢀՃऀ、おΑͼ取Ҿ݅

ௐの基本ಈ作を全ମとして実行するࢢࢀՃऀγες

Ϝをݕ౼し、ަবϓϥッτϑΥーϜ্でಈ作するデϞを

構ங。一部ݱ実のとͭͳ͍でのデϞϯετϨーγϣ

ϯにΑり、一ൠతͳश׳とဃͳ͘࿈ಈՄであるこ

とをূݕした。また、Ϣーεέーεಈ作実ݱのための全

ମΞーΩςΫνϟઃܭおΑͼデϞৄࡉ開発を行͍、ࢢ

ݱཧ໘のデϞϯετϨーγϣϯを実ݪՃऀγεςϜのࢀ

した。

�ʣڀݚ開発߲ᶇɿྲྀۀγεςϜ౷߹ͱϢーεέー

ε࣮ূ

۩ମతͳྲྀ業の、AI 間࿈ܞ基盤技術のద用をݕ

౼した。実ࡍにࣄ業ऀとϢーεέーεのଥੑ実ূ実

ݧのՄੑに͍ͭて合ҙできるものに͍ͭて、実ূ実ݧ

を行うことをࢦした。また、ఆٛしたަবγφϦΦを

開発を行、ܭできるΑう、デϞγεςϜの構ங、ઃ

った。ϦιーεཧγεςϜを؆қతͳ業務γεςϜと

し、ͦれらとަবγεςϜを࿈݁ͤ͞たデϞγεςϜの

構ங、ઃܭ、開発を行った。

�ʣڀݚ開発߲ᶈɿϨϑΝϨンεΞーΩςΫνϟ

ަবに基ͮ͘合ҙܗ成γεςϜを、業ք͝とに͚て

ઃܭするのではͳ͘౷一తにઃܭ・開発すれ、ੈのத

全ମでのޮࢿがߴまる。ͦこで、IOEVTUSJF��0、II$

（IOEVTUSJBM�IOUFSOFU�$POTPSUJVN）、I7I（IOEVTUSJBM�7BMVF�

$IBJOIOJUJBUJWF）ͳͲでઃܭのཧを行うϨϑΝϨϯε

ΞーΩςΫνϟの活ಈをߟࢀに、ࣗಈަবにお͚るϨϑ

ΝϨϯεΞーΩςΫνϟをݕ౼した。

�ʣڀݚ開発߲ᶉɿ国ࡍ࿈ܞͱඪ४Խ׆ಈ

AI 間࿈ܞにΑるサϓϥイνΣーϯのޮԽ・ॊೈԽ

のࣾձ実にお͍て、ޮԽ・ॊೈԽの্にͭͳがる

ネッτϫーΫ֎部ੑが期できるࢀՃऀの૿Ճをଅਐす

るため、技術త・ビδネεతͳࢀՃোนをԼ͛る国ࡍ

ஂମの活用をࢼΈた。૬ޓӡ用ੑをߴめるためのަব

ϓϩτίルඪ४Խをࢦして、国࿈のԼ部機ؔである

$E'A$5（6OJUFE�NBUJPOT���$FOUSF�GPS�5SBEF�'BDJMJUBUJPO�

BOE�EMFDUSPOJD�#VTJOFTT）にࢀՃした。また、ビδネε

ޮ果をΞϐールするϓϩϞーγϣϯをࢦして II$ にࢀ

Ճした。

͞らに、ֶ術քでの֘の発లとීٴ、おΑͼ

本にお͚るϓϨθϯε্をଅすために、国ࡍతͳࣗ

ಈަবエーδΣϯτのڝ技ձである ANA$（AVUPNBUFE�

NFHPUJBUJPO�AHFOU�$PNQFUJUJPO）にお͍て、S$.（サϓ

ϥイνΣーϯϚネδϝϯτ）Ϧーグをओ࠵した。

�ʣڀݚ開発߲ᶊɿௐ੍

本研究にؔしては、技術開発おΑͼͦのࣾձ実をࢧ

͑るॾ੍度、ಛに法੍度が国ࡍతにະඋであり、ͦの

੍度ઃܭの国ڠࡍௐがਐΜで͍ͳ͍と͍う՝がある。

このため、ௐ੍度にؔするઓུ、ࡦ、੍度、ಛに法

੍度にؔするঢ়گをѲしͭͭ、国ڠࡍௐにࢿするとࢥ

ΘれるٞにࢀՃすることをతとした。

۩ମతには、ઌ行研究、จݙ研究、研究ऀおΑͼ

国ࡍ機ؔͳͲのؔऀのώΞϦϯグの実施、また国

。Ճしたࢀաఔに౼ݕௐの͞ま͟まͳڠࡍ

�ʣڀݚ開発߲ᶋɿϚーέοトϓϨイεͱの҆ఆੑͱ҆

શੑ

Ϛーέッτにお͍て、ࣗಈతにෆެਖ਼取Ҿஊ合を行

うϓϩグϥϜの作成ՄੑのূݕੳにՃ͑、҆ఆੑ

҆全ੑをੳするエーδΣϯτγϛϡϨーγϣϯを用

͍た、取Ҿきओମの行ಈੳͳͲを行った。

ˎ� ՟物を確保したいトラック事業者と、ՙ物を確保したいՙ主のニーズをマッチングさせる Web システム。
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��ʣڀݚ�開発߲ᶌɿใڞ༗ʹΑΔ࠶ௐ・ަ বϞσ

ルの開発

ՙओଆの要ٻ、ྲྀଆのϦιーεにؔする報の一

部を、ٻ՟ंٻγεςϜˎ�のΑうͳंܭը作成の࠵

行ऀ（ある͍は৴པできるհऀ）とڞ༗するΈを

ઃ͚、ͦの報をࢀরし、࠵行ऀは複のՙओの要ٻか

らੵࡌ্と͍ったެӹੑをΑりྑͤ͘͞る、༌ૹ

。機を開発したࡧするԣ断୳ࡧదԽঢ়ଶを୳࠷ըのܭ

これにΑり、ݸผのՙओとྲྀا業間で立Ҋしたૹܭ

ըΑりも、͞らにলϦιーεԽ・ޮԽ͞れたૹܭը

をࢉग़できることをࢦす。

（1） 研究開発߲ᶃɿฒྻަবͷ成果
201� 年度ඪである製Ϣーεέーεのఆで、1

ࣾର �ࣾఔ度のฒྻަবを 10ඵΦーμーでऩଋͤ͞る

ことを実ݱした、ฒྻަবϓϩτίルをఏҊした。

を୯Ձとೲ期にߜったަবγϛϡϨーγϣϯで、ఏҊし

たަবϓϩτίルがަবをഁͤ͞ることͳ͘、実用త

ͳ実行࣌間で合ҙできることを໌らかにした。

2020 年度ඪであるೋऀ間ަবϓϩτίル、おΑͼ

ͦのԼでಈ作するࣗಈަবエーδΣϯτの開発にあた

り、ϢχΩϟετ、ಉ期ϚルνΩϟετ、ඇಉ期Ϛルν

ΩϟετのͭࡾのํࣜのఏҊと実を行͍、を୯Ձ

とೲ期にߜったަবγϛϡϨーγϣϯでのൺֱূݕにΑ

って、֤ํࣜがͲのΑうͳฒྻަবϞデルにରして༗ޮ

かを໌らかにした。

（2） 研究開発߲ᶄɿಈతロバストަবͷ成果
2年間の研究期間にお͍て、「ϛΫϩͳ機（࠷దԽ・

ਪఆ）のઃܭ手法の֬立」と「ϚΫϩͳৼる͍のղੳ」

と͍うେき͘ೋͭの݁果をಘた。۩ମతには、લऀにお

͍ては࠷దͳఏҊྻとަব૬手のϞデルਪఆをಋ͘Ξル

ΰϦζϜをఏҊし、ऀޙにお͍ては૬ޓਪఆするೋऀ間

ަবのऩଋੑに͍ͭて݁果をಘた。ؔ࿈して、Ϛルνエ

ーδΣϯτγεςϜにお͚る࠷ద੍ޚ・࠷దೖྗ

৴߸ྻのٻղΞルΰϦζϜに͍ͭて݁果をಘた。

（3）  研究開発߲ᶅɿަবϓラットフォームͷ成
果
2018 年度ඪにؔし、ަবにお͚るϝッηーδૹ৴

のස度は 1にยಓ 1ճからԟ෮Ҏ্が要͞ٻれる

ため、ϝッηーδૹ৴のたͼにੜ産ܭըを行うのは࣌間

Φーμーとしてదではͳ͍ことが໌。実務の؍か

ら、ަবϓϥッτϑΥーϜのઃܭ・開発にお͍て、ަব

間࣌ �0を実ݱできることをඪとした。

201� 年度ඪにؔし、Ϧιーε ID、、利用Մ

、༧ࡁ、ՃௐՄͳ（$5P）ͳͲのϑΟー

ルυからͳる A5P（AWBJMBCMF�5P�PSPNJTF）ςーϒルを

データϕーεとして、ަবதにੜ産ܭըを࠶度ճすこと

ͳ͘、૬手からのΦϑΝーをडཧしてもͳ͍かͲう

かを断できる機をઃܭ・開発した。これにΑり૬手

のఏҊをड͚ೖれるかͲうかの断、ࣗからのఏҊ

を作成するࡍにੜ産ܭըを行う必要がͳ͘ͳり、ަব࣌

間 �0Ҏを実ݱすることができた。

2020 年度ඪにؔし、ೖれަࢠব・૬ަੵݟব・

するΑうަবϓϥッτϑݱবのΑうͳฒྻަবを実ަذ

ΥーϜを֦ுした্で、研究開発߲ᶆでݕ౼した製

ϢーεέーεのγφϦΦにద用し、本ަবϓϥッτϑΥ

ーϜ্でಈ作することをূݕした。

（4）  研究開発߲ᶆɿ製業システム౷合ͱϢ
ースケース࣮ূ
製Ϣーεέーε実ূとして、ड発྆ଆのࢢࢀՃ

ऀおΑͼ取Ҿ݅ௐの基本ಈ作を全ମとして実行する

ためのࢢࢀՃऀγεςϜをݕ౼し、ަবϓϥッτϑΥ

ーϜ্でಈ作するデϞを構ஙして、一部ݱ実のとͭ

ͳ͍ͩデϞϯετϨーγϣϯにΑって、一ൠతͳश׳

とဃͳ͘࿈ಈՄであることを֬認した。۩ମతには、

ϢーεέーεのଥੑにؔしてΞυバイβからϑΟーυ

バッΫをऩूするために、(6I をࢼ作して要݅の໌֬Խ

とमਖ਼を行った。また、Ծࡁܦ空間্での࠷খݶのධ

Ձڥを構ஙし、一部ݱ実のとͭͳ͍でのデϞϯε

τϨーγϣϯをަবϓϥッτϑΥーϜ্でಈ作すること

を֬認したʢਤ �ʣ。

本研究ͷ成果3
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（5）  研究開発߲ᶇɿ流業システム౷合ͱϢ
ースケース࣮ূ
কདྷࣗಈަবが発ୡしަবのোนがԼがると、ྲྀ

ध要Ոಉ࢜がྲྀϦιーεを༥௨しあう、もし͘は֤ϓ

ϨイϠーにとって合のྑ͍݅を୳ࡧすることにΑ

り、ྲྀϦιーεの活用࠷େԽ、全ମの利ӹにかͳう

ྲྀϦιーεの活用がਤられることが期͞れるであΖ

うことをࣔした。

また、ݱঢ়の実にお͍て、空༌ձࣾ、ྲྀձࣾとも

に、ओ要ͳ機であるडՄ൱ఆ機、ΦϑΝー作成

機がͲͪらもඵఔ度でಈ作することを֬認した。ަ

বのਪҠとฒ行して、ϦιーεཧγεςϜ্のมԽを

ԽࢹԽをతに、ྲྀձࣾ用ϦιーεՄࢹするՄ؍

(6I をࢼ作し、ަবલޙでのը໘มԽにΑり業務γες

ϜとަবγεςϜが࿈ܞしてಈ作したことを֬認した

ʢਤ �ʣ。

（6） 研究開発߲ᶈɿϨフΝϨンスアーΩテクチ
ャ

ϨϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟの構成を౿ま͑てݕ౼し

た݁果、「հの༗無」、「ަবと合ҙの࣌間తͳཻ度」、「ަ

れる報のηϚϯςΟΫεとγϯタッΫε」、「ަব͞

ओମが人であるか AI であるか」、「ަবηッγϣϯ間の

ґଘؔ」、「ޮ用ؔとઓུのछྨ」と͍うͭのओ要

ͳ࣠でཧするとྑ͍と͍う݁をಘた。

（7） 研究開発߲ᶉɿ国ࡍ࿈ܞͱඪ४化活ಈ
ަবϓϩτίルのඪ४ԽϓϩδΣΫτが、2020 年 �

݄の $E'A$5 ཧࣄձでਖ਼ࣜ承認͞れ活ಈをεターτし

た。ࣾձ実をࢦす研究にお͍て、ՁのϓϩϞーγ

ϣϯと必要ͳ技術のඪ४Խは、ڞにॏ要ͳ活ಈであるこ

とが֬認できた。また、֤活ಈڞに、2020 年度ࡏݱ

にお͍て、2020 年度ඪはୡ成しており、࠷ऴ年度で

ある 2022 年度ඪにお͍て໌ࣔతͳϚイルετーϯが

ஔかれて͍る、ඪ४Խ活ಈとϓϩϞーγϣϯ活ಈにؔし

ては、֘年度にͦれらをेにୡ成するࠐݟΈである。

（8） 研究開発߲ᶊɿௐ੍度
国ࡍతに࠷ઌのঢ়گを、՝をؚめてৗにѲし、

国ࡍతͳٞのに߃ৗతにࢀՃした্、՝のཧの

Έͳらͣ、੍度基४のඋにؔするݕ౼にؔΘってߩ

してきた。EDIݙ のݕ౼からは、ͦの՝のཧの

Έͳらͣ、ஊ合・Ձ֨Χルςル、૬ૢॎ、ങ͍めに

Αるڝ合ऀの害・సച、ങ͍めにΑるࣗࣾ製のՁ

֨ͭり্͛ͳͲෆެਖ਼取ҾのՄੑに͍ͭて、ルール作

成੍度උをݕ౼することができた。

国ࡍ機ؔおΑͼԤभの֤国のಈௐࠪ、ઐՈௐ

ࠪ、จݙௐࠪからのݟは、ϝϯバーからの࣭ٙ

にରするճͳͲに活用͞れたのΈͳらͣ、研究成果が

ଟ͘の国ֶࡍձでの報告、基ௐߨԋ、ֶ術จにまとめ

られた。
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（9）  研究開発߲ᶋɿϚーケットϓϨイスͱͷ҆
ఆੑͱ҆શੑ
ࣗಈަবϓϥッτϑΥーϜにお͚る、実ફతͳෆਖ਼行

為を実ূした΄か、؆қతͳサϓϥイνΣーϯϞデル

でڧԽֶशを用͍た、Ձܾ֨ఆΞルΰϦζϜに基͍ͮて

Ձ֨をܾఆした合に、໌ࣔతͳ௨৴がͳ͘、ஊ合ݱ

が発ੜすることをࣔした。

͞らに、ڧԽֶशのछྨをม͑た合に、ͦのஊ合ਫ

४がมԽすることをࣔした。Ճ͑て、Αりݱ実తͳサϓ

ϥイνΣーϯをఆしたγϛϡϨーγϣϯを作成し、ࢢ

ࢀՃऀの取Ҿ行ಈがサϓϥイνΣーϯ全ମに༩͑るӨ

。に͍ͭてௐࠪしたڹ

（10） 研究開発߲ᶌɿ情報共༗ʹΑΔ࠶ௐ・
ަবϞデルͷ開発

ԣ断త༌ૹܭըϚーδํࣜٻ՟ंٻϚッνϯグํ

ࣜ、ϝタώϡーϦεςΟΫεڧԽֶशを用͍た༌ૹ࠷

దԽ手法の �ํࣜを構ஙした݁果、ҙの༌ૹܭը

ηッτのೖྗにରして、ೖྗҎ্に༌ૹޮの͍ߴ༌

ૹܭըηッτがग़ྗできることをূ໌した。

また、ϝタώϡーϦεςΟΫεڧԽֶशを用͍たૹ

、ཧϞデルを構ஙするとともにݪ、దԽ手法に͍ͭては࠷

複のૹ報を用͍てྲྀձࣾ͝とに࠷దૹルーτ

のੜ成を行͍、υϥイバーのબ報にԠ͡てަবϓϥ

ッτϑΥーϜ্でೖࡳ・ަবすることで、ੵࡌͳͲの

ޮԽがݕ౼Մであることをࣔした。

ԣ断త༌ૹܭըϚーδํࣜに͍ͭて、2020 年度人

ֶձ全国େձ本ΦϖϨーγϣϯζ・Ϧサーν

ֶձͳͲに発දした。

2020 年度ඪにରしては、༧ֹݮࢉをେنͳϚ

ッνϯグϑΝϯυ・ࣗݾࢿでิうことで、「デϞγε

ςϜのՔಇ」、「国ࡍඪ४ԽにࢿするϓϩτίルͳͲのީ

ඪ४Խஂମにお͍て、ࣗಈަবにؔࡍの開発」、「国܈ิ

するඪ४Խ作業にண手」、「ࣗಈަব AI の国ڝࡍ技ձで

Ϧーグのओ࠵」の全てに͍ͭてୡ成度 100ˋとͳった。

ऴ年度（2022࠷ 年度）のඪにରしては、2020 年

度で本研究開発がऴྃしたことにΑり、2021 年度、

2022 年度にܭըして͍た߲ࣄに͍ͭてະୡ成である

が、2021 年度にࣾձ実をՃͤ͞るため、ࣗ律ௐ

S$.ίϯιーγΞϜを立্ͪ͛た。

また、2022 年度は実ࡍの部ߪങ業務にお͍て、ࣗ

ಈަব AI を活用した実ূ実ݧを行うͳͲのࣗओతͳ活

ಈをܧ続しており、202� 年度Ҏ߱の実用Խをࢦして

͍る。

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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ʹ͓͚Δޢҩྍ・հ・߁݈˔ "* のେ͖ͳՄੑͱ͢ݙߩΔൣғΛྀ͠ߟɺ֘ʹ͓͚Δ "* の開
発ʹ͓͍ͯ "* ͕࿈ܞ・࿈ಈͯ͠ݸਓΛ͑ࢧΒΕΔΑ͏ɺඪ४Խͱ૬ޓのใྲྀ௨ΛՄʹͨ͠ɻ

*"૪Λཱ྆͢Δɺڝௐͱڠ者のۀࣄ֤˔ ࿈جܞ൫のߏஙͱϢーεέーεʹΑΔূݕΛ行ͬͨɻ

所͕ڀݚԉ͠ɺཧԽ学ࢧ૯߹ҩྍηンター͕ࣇཱখژ൫Λ౦جங͖ͯͨ͠ใྲྀ௨ߏጯٛक़େ学͕ܚ˔
*"Δ͜ͱͰɺ͢ܞங͖ͯͨ͠ௐٕज़ͱ࿈ߏ ؒ࿈جܞ൫の࣮ΛਐΊͨɻ

˔Ϣーεέーεͱͯ͠ɺ成ҭҩྍڀݚηンターࠤլେ学Λத৺ʹͨ͠ٸٹྍΛͨ͠ূݕɻ

学ߍ法ਓܚጯٛक़େ学ɺ国ཱڀݚ開発法ਓཧԽ学ڀݚ所ɺ国ཱڀݚ開発法ਓ国ཱ成ҭҩ
૯߹ҩྍηンターࣇཱখژլେ学ɺ౦ࠤηンターɺ国ཱେ学法ਓڀݚྍ

基盤ͷ構ஙܞAI࿈ޢ医療ŋհ・߁݈

"*ؒ࿈جܞ൫ٕज़

「ଟ༷ͳデータの࿈ܞと֤छ AI γεςϜの૬ޓ࿈ܞ」

に͚、ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟが AI 間࿈ܞ基盤

に続͞れた֤ AI γεςϜ間でదにデータ࿈͞ܞれ、

ͦれͧれの AI γεςϜ基盤がਖ਼し͘ಈ作することを

࣍ߴ౷合機を実ূし、Αり・ܞした。これらの࿈ূݕ

のサービεϞデルを実ݱした。

また、「ڠௐとڝ૪の྆立を実ݱするΞーΩςΫνϟ

の開発と基盤の構ங」に߁݈、͚・ҩྍ・հޢにࢸる

あらΏる報を౷合・࠶構成する基盤技術 $D.S（報

ྲྀ௨基盤γεςϜ）をܕݪとして࠾用する。ͦの成果を

取りࠐΈͳがら֦ுし、݈߁・ҩྍ・հޢにお͚る

֦ுੑのあるࢄஔをՄとするϦϑΝϨϯεΞーΩ

ςΫνϟを開発した。ݸ人がͦれͧれ期するੜ活૾を

දݱした、ଟݩ࣍からͳるࢦඪ・続Մͳ֤ AI γε

ςϜのલఏ݅基४をূݕした。

͞らに、「本ΞーΩςΫνϟϓϩτίルをඪ४֨ن

としてւ֎にఏҊ」するため、ੈ࣍のྟচ技術・ༀ

開発報基盤のΞーΩςΫνϟおΑͼମ੍がւ֎でもड

༰͞れ、国ࡍతͳల開がՄにͳるΑう、国ࡍత४Խஂ

ମ・ίϯιーγΞϜ成のݕ౼もؚめ、国ࡍతͳ発৴に

。た४උをਐめた͚

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 ʙ 2020 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
にお͚る֤ޢҩྍ・հ・߁݈ AI が࿈ܞ・࿈ಈし

てݸ人を͑ࢧられるΑう、ඪ४Խと૬ޓ続をՄとし、

૪を྆立するڝௐとڠ AI ࿈ܞ基盤の構ஙとϢーεέー

εにΑるূݕをਐめた。ܚጯٛक़େֶが構ஙしてきた

報ྲྀ௨基盤をϕーεとして、౦ژ立খࣇ総合ҩྍηϯ

ターがこれをࢧԉし、ཧԽֶ研究ॴが構ஙしてきたௐ

技術と࿈ܞすることにΑり、AI 間࿈ܞ基盤の実をਐ

めた。また、国立成ҭҩྍ研究ηϯターࠤլେֶをத

৺にしたٸٹྍをϢーεέーεとして、ূݕに͚て

取りΜͩʢਤ �ʣ。

�ʣ֤ छϓϩトίルのࡦఆ

2018 年度は、աڈのݕ౼ঢ়گのཧ、௨৴ϓϩτί

ルの༷基盤をࡦఆした。ඪ४తͳ௨৴ϓϩτίルを

گঢ়౼ݕのڈఆするため、֤छϓϩτίルにؔするաࡦ

をཧした。これをもとに、௨৴ϓϩτίル֦ுにお͚

る基本データ構のઃܭをࡦఆした。

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮
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�ʣϦϑΝϨンεΞーΩςΫνϟのઃܭ

2018 年度は、ؔ࿈するϦϑΝϨϯεΞーΩςΫν

ϟをௐࠪした。201� 年度は、খࣇとༀࣄ業、おΑͼ

A.ED 研究ࣄ業で࠾用͞れたデータྲྀ௨・੍ޚ基盤の

ΞーΩςΫνϟをཧし、構Խデータηッτのอ࣋

データの࣭ཧ・ࢹのํ法、ಉҙ੍ޚのՄ൱、η

ΩϡϦςΟのϨϕルに͍ͭてௐࠪして報ྲྀ௨੍ޚ技

術に͍ͭてཧした。2020 年度は、AI 間࿈ܞ基盤を࣍

ੈのҩྍ報ަ֨ن（)-��')I3ɿ'BTU�)FBMUIDBSF�

IOUFSPQFSBCJMJUZ�3FTPVSDFT）にରԠͤ͞、͞ま͟まͳ業

務γεςϜؔ࿈γεςϜ࿈ܞまでݟਾ͑た֦ுઃܭが

Մかݕ౼した。

�ʣௐج൫の開発

2018 年度は、基本とͳるデータ࿈ܞ基盤を構ஙし、

ҩྍにお͚る機֦ு部、֤छϓϩτίル・ඪ४

。基盤に֦ுしたܞኮ基盤の機をデータ࿈ޠ

�ʣௐݪཧの開発

2018 年度は、݈߁・ҩྍ・հޢデータと、開発して

͍る݈߁ϓϥッτϑΥーϜの構ஙに͚、$D.Sϓϥッ

τϑΥーϜのΞーΩςΫνϟとํのデータࣜܗを֬認

した。201� 年度は、ਆށでの 1000 人ܭଌデータに基

͍ͮた݈ࢦ߁ඪのAPIԽを行った。このAPIを利用して、

ඪとしてඪ४Խ͞れたೖྗと構Խデータからͳࢦに࣍

る、ҩྍデータをೖྗとしたΞϯサϯϒル機ցֶशのϞ

デルをઃܭし、࠷దͳΞϯサϯϒル機ցֶशのΞルΰϦ

ζϜをબՄͳϑϨーϜϫーΫを作成した。2020 年

度は、հޢにる「ه」と「ͮؾき」のデータऩूγ

εςϜをհޢϑΟールυಋೖし、ݱのデータ取ಘγ

εςϜを開発。これらのデータを活用し、ௐݪཧとし

て、AI 間のࣗಈ࿈ܞの基本ํࣜをࡦఆし、ྫࣄとͳる

AI として、ඃհऀޢとհऀޢ間の2O-を࠷దԽする AI

間のௐݪཧを構ஙした。

�ʣۀγεςϜͱの౷߹ٕज़開発

2018 年度は、ؔ࿈γεςϜの実ଶௐࠪデータ・

γεςϜ間࿈ܞ・౷合機のݕ౼とϓϩτタイϓを

ઃܭ・開発した。AI 間࿈ܞ基盤にお͍て、ిࢠΧル

ςϨηϓτͳͲ、ҩྍにお͚る業務γεςϜ

との間で、దにデータおΑͼಈ作を࿈ܞ・౷合する

機を新たに実するために、ྗڠのಘられたதখ

පӃ � 施ઃでҩྍ業務γεςϜの実ଶをௐࠪし、デ

ータϑΥーϚッτ、データ༰、データのঢ়گに͍ͭ

て、ඪ४֨نの४ڌঢ়گをཧした。ҟγεςϜ間࿈

ΧルςϨࢠి、のΞーΩςΫνϟをϕーεに֦ுしܞ

Ϣーεέーεௐ ʢࠪٸٹ療ɺখࣇ療ʣ

֤छϓロトコル等のࡦఆ

リフΝϨンスアーΩテクチャのઃܭ

国ࡍ࿈ܞͱඪ४化活ಈの࣮ࢪ

ௐ基盤の開発

ௐݪ理の開発

ௐ੍度の開発

業システムͱͷ౷合技術ͷ検౼

ਤ 画の֓ཁܭ開発ڀݚ　�
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ηϓτͳͲ、ҩྍにお͚る業務γεςϜと、AI 間

࿈ܞ基盤に続͞れた֤ AI との間で、దにデータお

Αͼಈ作を࿈ܞ・౷合する機を新たに実するため、

γεςϜ間࿈ܞ・౷合機のݕ౼とϓϩτタイϓを開発

し、ςετڥでの֤छ API ಈ作をূݕした。

201� 年度は、ిࢠΧルςϨηϓτͳͲ、֤に

お͚る業務γεςϜのうͪ、ٸٹϢーεέーεにお͚る

ҩྍྲྀの一部に͍ͭて、AI 間࿈ܞ基盤に続͞れ

た֤ AI との間で、దにデータおΑͼಈ作を࿈ܞ・౷

合する機をௐࠪ、ݕ౼し、PP$（֓೦実ূ）のための

ධՁγεςϜを४උした。2020 年度には、AI 間࿈ܞ基

盤を活用した͞ま͟まͳサービεのݱ実をਐめた。

�ʣϢーεέーε࣮ূ

201� 年度は、ݱ໋ٹٸٹ・ࡂの༗ӹͳϢーεέ

ーεをώΞϦϯグし、ྖ໋ٹٸٹ・ࡂҬにお͚るҩྍ

活ಈの基盤֦ுにؔするχーζをݕ౼した。2020 年度

は、AI 間࿈ܞ基盤に続͞れたݸ人にؔするデータを

Ϣーεέーεとして、データఏݩڙとデータఏڙઌとの

間で行Θれるಉҙܗ成に基ͮ͘、データ੍ޚを用͍たϦ

ϑΝϨϯεϞデルとの実ํ法をઃܭした。

�ʣௐ੍の開発

2018 年度は、AI 間࿈ܞルールのઃܭにؔΘる実ଶを

ௐࠪした。ௐࠪରとして、AI 基ૅ技術、AI とࣗଞが

শして͍るサービεγεςϜ、ಛにҩྍにお͚ݺ

る活用త、利用度合͍、ࢢن、ࢢγΣΞに͍ͭ

てௐࠪした。201� 年度、2020 年度は AI 基盤のࢹに

ؔする੍ޚ技術ͦの用技術Խ、法తଆ໘にお͚る行

ӡ用の՝をݕ౼した。

�ʣௐݪཧௐ੍Λ国ࡍతʹల開͢ΔͨΊʹ国ࡍ

࿈ܞͱඪ४Խ׆ಈの࣮ࢪ

201� 年度、2020 年度は国ࡍతͳల開のためのݱঢ়

のཧと、取るきํࡦをݕ౼した。また、AI 活用

తͳ࿈ࡍҩྍデータの活用ͳͲ、ଟにお͍て国߁݈

。した౼ݕ報発৴の手法に͍ͭてܞ

（1） ֤ छϓロトコルͷࡦఆͷ成果
௨৴は)55PS でڞ௨、データࣜܗに͍ͭては8A(3I

（業データ࿈ܞ基盤）おΑͼ $D.S は +SONˎ�である

一ํ、খࣇとༀࣄ業にお͚るిࢠΧルςデータは)-��

��0 のࣜܗ $DA でデータをੵしており、நग़するࡍ

には 9.- 業間ࣄとༀࣇにͳるため、8A(3ʵখࣜܗ

でデータのड͚しを行う合はデータࣜܗのมが

必要ͩった。ిࢠΧルςϚッϐϯグ実ଶௐࠪを行͍、

8A(3I からొしたҩྍ報が $D.S で取ಘできるこ

とが֬認できた。

௨৴ϓϩτίルの༷、基盤（DZOBNJDAPI にΑるޠ

ኮ間࿈ܞをؚΉ）、௨৴ϓϩτίル֦ுにお͚る基本デ

ータ構をઃܭした。

（2） リフΝϨンスアーΩテクチャͷ設計ͷ成果
国にお͚る݈߁・ҩ ・ྍհޢのओ要ͳ AI として、

ॏԽϦεΫ༧ଌγεςϜ、ίϯϐϡーター利用断ࢧ

ԉπール、͛Μき༧報をબఆし、AI 間࿈ܞを実ݱする

ためのಉҙ੍ޚ技術、Ծੜଶݤ技術を基ૅとする報

ྲྀ௨੍ޚ技術に͍ͭて、ओにަੑ、利活用ੑ、ࢢੑ

の؍からௐࠪし、$D.Sをܕݪとした基盤֦ுに͍ͭ

てཧした。ಘられた݁果から、ϦϑΝϨϯεΞーΩς

Ϋνϟのඪ४Խ・AI 間࿈ܞϓϩτίルのඪ४Խのඋ

が必要であることが໌らかにͳった。また、AI 間࿈ܞ

にΑるࣄ業Խはௐݪཧと֤छ AI、おΑͼิ 6I を༗

する AI 間࿈ܞ基盤をհして、報利活用ऀͳͲとの間

で合ҙܗ成を果たして利活用がਐΉܗがఆ͞れるʢਤ

�ʣ。

$D.S を )-��')I3֨نにରԠͤ͞、$D.S が )-���

')I3֨نとの間での続し、૬ޓӡ用ੑがあることを

֬認した。これにΑり AI 間࿈ܞ基盤をհし、)-��')I3

を活用することで、業務γεςϜ間での報࿈ܞがՄ

とͳり、͍かͳる業務γεςϜとも࿈ܞできるϦϑΝϨ

ϯεΞーΩςΫνϟをఏҊした。ࢄԽ $D.S を͞ま

͟まͳ業務γεςϜؔ࿈γεςϜ࿈ܞまでݟਾ͑た、

֦ுੑのあるϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟとしてཧし

て $D.S 基盤を֦ுし、PP$ のためのධՁγεςϜを

४උした。AI 間࿈ܞ基盤で、AI のఆ݁果をެ開デー

本研究ͷ成果3

ˎ� Java Script のオブジェクト記法を用いたデータ交換フォーマット。
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タηッτの 1߲としてࢀরできることを֬認した。

（3） ௐ基盤ͷ開発ͷ成果
ௐ基盤のҩྍにお͚る機֦ுとして、「業

データ࿈ܞ基盤」のΞーΩςΫνϟをϕーεに必要ͳ機

を֦ுし、新たに基本とͳるデータ࿈ܞ基盤を構ங（ҩ

ྍにお͚る機֦ு部、֤छϓϩτίル・ඪ४ޠ

ኮ基盤の機をデータ࿈ܞ基盤に֦ு）した。ࢄし

たデータιーεをूする報ྲྀ௨基盤から、ಉҙઃఆ

͞れた必要ͳデータのΈを੍ޚԼでྲྀ௨ͤ͞るため、AI

間࿈ܞ基盤との࿈ܞ API の༷を֦ுした。࿈ܞ API

֦ு༷に基ͮき、݈߁・ҩྍ・հޢの AI 間࿈ܞ

基盤を、ಉҙઃఆ͞れた必要ͳデータのΈがྲྀ௨できる

報ྲྀ௨੍ޚ基盤続した。

（4） ௐݪ理ͷ開発ͷ成果
ҩྍ・݈߁・հޢデータ基盤্に続͞れる֤ AI に

͍ͭて、断基४とͳるଟݩ࣍のຒめࠐΈにΑるࢦඪを

ઃఆした。ϢーεέーεとしてհޢϞデルを࠾用し、հ

େԽするためのͦれͧ࠷にお͚るޮ用をऀޢとඃհऀޢ

れの AI エーδΣϯτ間で྆ऀを࠷దԽするํ法を用͍、

ௐݪཧをূݕした。

（5） 業システムͱͷ౷合技術開発ͷ成果
ҟγεςϜ間࿈ܞを基盤とし、ిࢠΧルςϨηϓτ

ͳͲ、֤にお͚る業務γεςϜと、AI 間࿈ܞ基盤

に続͞れた֤ AI との間で、దにデータおΑͼಈ作

を࿈ܞ・౷合する機を新たに実した。ҩྍ機ؔもؚ

めて続・࿈͞ܞれ、ಉҙの取れた必要ͳデータのΈが

ྲྀ௨するために必要ͳ、新たͳΞΫηεϩグཧূ

อଘ、֤ AI のڍಈのϦΞルタイϜϞχタϦϯグͳͲを

൫جܞରͱͳΔσータ࿈ڀݚ
ҬಛԽܕ
ใྲྀ௨ج൫ ಉҙ形成
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Մとするվमを実施した。また、報ྲྀ௨基盤でྲྀ௨

する報が、ಉҙྲྀ௨੍ޚに基͍ͮてదにྲྀ௨Մと

ͳるΑう続༷をઃܭした。͞らに、ւಓҬの成

人・ਆܦ֎Պઐҩྍ機ؔにお͍て、AI を活用した

εϚーτをಋೖした΄か、新ܕίϩφイルεײછ

にରԠした݈߁Ѳサービε（γεςϜ）の実サ

ービεの活用を֦େした。

（6） Ϣースケース࣮ূͷ成果
ྖ໋ٹٸٹ・ࡂҬにお͚るҩྍ活ಈの基盤֦ுにؔ

するχーζをݕ౼し、複ϕϯμーのγεςϜにͦれ

ͧれܕࢄ $D.SをΈࠐΈ、ͦ れらを POPS（PFSTPO�

DPOEJUJPO�OSJFOUFE�PSPYZ�SZTUFN）と࿈ܞすることで、

ϚτϦΫεܕのಉҙをհしてެ開データηッτが֬実に

ྲྀ௨できることを֬認した。また、AI 間࿈ܞ基盤֨ن

でऩू͞れたҩྍ報を活用した、AI 間ௐݪཧにͭ

͍てのϢーεέーεを実ূしたʢਤ �）。

（7） ௐ੍度ͷ開発ͷ成果
AI 間࿈ܞルールのઃܭにؔΘる実ଶをௐࠪし、AI 間

࿈ܞルールઃܭにかかる機要݅をཧした。

AI 間࿈ܞルールのઃܭにؔΘる実ଶとして、AI 基ૅ

"*ؒ࿈ܞௐݪཧのશ体

ௐج൫

ϢーεέーεΛ௨࣮ͯ͡ࡍのಈ͖Λ֬ೝ͢Δ

子ڙエージΣントAI

Ϣーβーの
རಘΛ
ఆٛ͢Δ

ผݸ
దԽ࠷
"*

Ϣーβーの
རಘΛ

େԽ͢Δ࠷

ௐ
*"ཧݪ

医ࢣエージΣントAI

互
恵
関
係
を
形
成

Ϣーβーの
རಘΛ
ఆٛ͢Δ

Ϣーβーの
རಘΛ
େԽ͢Δ࠷

ௐ
*"ཧݪ ผݸ

దԽ࠷
"*

ਤ �　Ϣーεέーε࣮ূͱ࣮ͯͨ͠͠ࢪ "* ؒௐݪཧのશ体֓ཁ
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技術、AI とࣗଞがݺশして͍るサービεγεςϜ、

ಛにҩྍにお͚る活用త、利用度合͍、ࢢن、

γΣΞに͍ͭてௐࠪした。業छ͝とのࢢ AI 活用ঢ়گ

としてۚ༥・ྲྀ௨・製・イϯϑϥ・ࣗಈӡస・業・

൜・エネルギー・ڭҭ・ྲྀ・行をରとして活用

ঢ়ࢢ、گن、՝とରࡦͳͲの実ଶを໌らかにし、

AI 間࿈ܞルールઃܭにかかる機要݅に͍ͭてཧし

た。

（8）  ௐݪ理ௐ੍度を国ࡍతʹల開͢ΔたΊ
ʹ国ࡍ࿈ܞͱඪ४化活ಈͷ࣮ࢪͷ成果
国ࡍతͳల開のためのݱঢ়のཧと取るきํࡦ、お

Αͼ、AI 活用݈߁ҩྍデータの活用ͳͲ、ଟに

お͍て国ࡍతͳ࿈ܞ報発৴の手法に͍ͭてݕ౼し

た。新ੜࣇҩྍݱで利用͞れる AI γεςϜは国֎ҩ

ྍ機ؔとも࿈ܞして開発がਐΜでおり、これは本研究で

開発する AI 間࿈ܞ基盤でՔಇするものであり、SIP 第 2

期の発ల・֦ுੑ、国ࡍతͳ発లՄੑをఏࣔするもの

である。また、AI 間࿈ܞ基盤とੈ࣍ిࢠΧルς֨ن

である「)-��')I3」との࿈ܞを実ূした。これにΑり

తͳలࡍが༰қにͳるとともに、国ܞΧルςとの࿈ࢠి

開がՄとͳる。

SIP 第 2期「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空

間基盤技術」にお͚る AI 間࿈ܞ基盤技術ʗ݈߁・ҩྍ・

հޢ AI ࿈ܞ基盤の構ஙとして研究開発をਐめてきた

༰はࣄ業ԽがਐΈ、ޙࠓはا業間のビδネε্の੍

ൿີอ࣋の؍ͳͲから、実業としての発లをՃͤ͞

る。この AI 基盤を全国に実するڥは͍、ͦの্

でಈ͘ྍࢧԉγεςϜ、ྫ͑ࢧԉྍ作成

、ԉͳͲにՃ͑、ͦこでੵ͞れたデータੳにΑりࢧ

࠷間の࣌దԽ、ͪ࠷のରԠ༧ଌのࢣผҩݸとの͝ऀױ

దԽ、ͦの΄かපӃ୯Ґ、Ҭ୯Ґでのҩྍの࣭ൺֱ

ੳをϦΞルタイϜでఏڙすることをՄとする。͞ らに、

本技術をࣾձ基盤として֦ॆすることで、新たͳײછ

の発ੜにରしても、ਝͳҩྍݯࢿの࠶ஔをܭը・ఏ

ҊすることもՄにͳる。

本研究開発にΑって実ূした AI 間࿈ܞ基盤の構Խ

データのྲྀ௨・੍ޚ技術こͦがこれらをՄとし、ͦれ

をもとにしたҩྍにお͚る͞ま͟まͳֵ新త AI Ξ

ϓϦͳͲの開発をՃਪਐする。ಉ࣌に、ࡏݱଟޠݴԽ

もਐΈ、ւ֎の͞ま͟まͳΞϓϦ開発ا業のڥఏڙ

もઓུతにܭըして͍る。

201� 年には「݈߁ҩྍࣾձγεςϜٞڠձ」をઃஔ

し、ا業とのີͳΞϥイΞϯεؔを構ஙした。この

౼ݕతにۃ機とͳり、本基盤技術の活用をੵܖձがٞڠ

するا業が新たに૿͑るͳͲ、ࣾձ基盤としてのܧ続ੑ

と盤ੴͳల開がՄにͳって、本研究開発を発లతにਁ

ಁͤ͞て͍る。本研究開発の̑か年ܭըは、2年 �か݄

でඪをୡ成し、�年でॳܭըのൣғを͑て実ݱし

た。また、ٸに成するࢢにରԠす͘、ޙࠓ �年

で基盤利用の報ྲྀ௨にお͚るࢢの �0ˋ֫ಘを

す。これにΑって、本研究をビδネεにお͚るεέーࢦ

ϥビϦςΟとల開ͤ͞ることから、SIP 第 2期の

Έをऴྃし、AI 間࿈ܞ基盤のࣾձ実とγϑτする。

·ͱΊͱޙࠓͷల4




